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年
末
恒
例
と
言

え
ば
「
今
年
の
漢

字
」
が
楽
し
み

だ
。
世
相
を
一
字

で
表
す
簡
潔
さ
が

い
い
。
初
回
は
確
か
「
震
」
だ

っ
た
か
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
年
だ
。
12
日
の
「
漢
字
の

日
」
に
発
表
さ
れ
る
の
で
、
本

紙
が
届
く
頃
に
は
も
う
お
目
に

と
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
先
立

っ
て
勝
手
に
マ
イ
「
今
年
の
漢

字
」
を
考
え
て
み
た
。
当
た
っ

て
い
れ
ば
ご
喝
采
を
▼
私
の
選

ん
だ
一
字
は
「
憲
」。
護
憲
・

改
憲
と
こ
の
１
年
ず
い
ぶ
ん
世

間
を
賑
わ
せ
た
。
辞
書
で
引
く

と
「
大
本
に
な
る
お
き
て
」
と

あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
わ
が
国
の

憲
法
に
は
「
国
の
最
高
法
規
」

「
こ
の
条
項
に
反
す
る
も
の
は

効
力
を
有
し
な
い
」（
98
条
）

と
あ
る
。
先
人
は
訳
語
に
い
い

言
葉
を
選
ん
だ
も
の
だ
▼
今
年

観
た
映
画
「
グ
ロ
ー
リ
ー
」
が

印
象
に
残
る
。
キ
ン
グ
牧
師
が

合
衆
国
憲
法
を
盾
に
、
黒
人
の

参
政
権
を
大
統
領
に
迫
る
シ
ー

ン
が
圧
巻
だ
。
牧
師
の
起
こ
し

た
公
民
権
運
動
は
、
半
世
紀
を

経
て
黒
人
大
統
領
の
誕
生
す
る

時
代
と
つ
な
が
る
。
い
か
な
る

権
力
者
も
憲
法
の
定
め
る
枠
内

で
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
す
る
、
国
民
が
政
治
に
課
し

た
枷
が
歴
史
を
変
え
た
。
立
憲

主
義
と
い
う
言
葉
を
学
ば
せ
て

も
ら
っ
た
▼
わ
が
国
に
も
、
日

本
国
憲
法
を
盾
に
医
療
費
無
料

化
を
実
践
し
た
町
長
が
い
た
。

今
も
、
米
軍
基
地
建
設
反
対
の

先
頭
に
立
つ
知
事
が
い
る
。

「
憲
」
の
字
は
権
力
者
に
は
煙

た
く
て
も
国
民
に
は
強
い
味
方

だ
。
一
片
の
閣
議
決
定
で
、
海

外
で
の
武
力
行
使
を
可
能
と
す

る
憲
法
解
釈
の
変
更
が
行
わ
れ

た
。
憤
り
を
覚
え
る
が
憲
法
が

な
く
な
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

〝I Have a Dream

〞
キ
ン
グ

牧
師
の
有
名
な
演
説
の
言
葉
で

今
年
を
締
め
く
く
ろ
う
（
星
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

第23回日常診療経験交流会より
透析療法の最前線

研
面
究

政策解説 TPP「大筋合意」で日本の医療はどうなる？ ３面

８面

第88回評議員会　詳報 ４~５面 　

阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
20
年
と
な
る
１
月

17
日
、
協
会
は
神
戸
と

西
宮
で
メ
モ
リ
ア
ル
企

画
を
開
催
し
、
計
４
０

０
人
が
参
加
。
20
年
間

を
振
り
返
り
、
被
災
者

置
き
去
り
の
「
創
造
的

復
興
」
の
問
題
点
や
教

訓
な
ど
を
訴
え
た
。
ま

た
、
借
り
上
げ
復
興
住

宅
住
民
が
退
去
を
迫
ら

れ
て
い
る
問
題
で
、
西

宮
・
芦
屋
支
部
を
中
心

に
「
健
康
カ
フ
ェ
」
や

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
。

　

神
戸
医
療
産
業
都
市
の
神
戸
国

際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー（
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
で
行

わ
れ
た
生
体
肝
移
植
手
術
に
つ
い

て
、
９
例
中
５
例
で
患
者
が
死
亡

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
協
会
は
以
前
か
ら
、
同
施
設

が
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
で
あ

る
と
懸
念
を
表
明
し
て
お
り
、
県

医
師
会
の
川
島
龍
一
会
長
・
西
田

芳
矢
副
会
長
や
神
戸
大
学
肝
胆
膵

外
科
の
具
英
成
教
授
へ
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
い
、
問
題
点
を
会
員
へ

知
ら
せ
た
。

Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
問
題
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
問
題
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

神
戸
医
療
産
業
都
市

神
戸
医
療
産
業
都
市

　

７
月
１
日
か
ら
、
６
市
町
が
新

た
に
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

を
通
院
・
入
院
と
も
無
料
に
し
、

県
下
41
市
町
の
う
ち
30
市
町
に
拡

大
。
所
得
制
限
な
し
も
10
市
町
に

広
が
っ
た
。
協
会
は
支
部
で
も
、

各
地
の
市
民
団
体
な
ど
と
協
力
し

署
名
や
陳
情
を
行
っ
た
。

　

６
月
18
日
、
近
畿
厚
生
局
と
の
６
年
ぶ
り
の
懇
談
が

実
現
し
た
。
兵
庫
と
京
都
協
会
が
個
別
指
導
お
よ
び
監

査
の
改
善
を
求
め
、
近
畿
厚
生
局
に
懇
談
を
要
請
し
て

い
た
こ
と
か
ら
実
現
し
た
も
の
。
懇
談
で
は
、
個
別
指

導
で
の
弁
護
士
帯
同
や
録
音
が
実
質
的
に
可
能
で
あ
る

こ
と
な
ど
が
改
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。

インタビューに
答える具教授　

3030
市
町
に
拡
大

市
町
に
拡
大

子
ど
も
医
療
費
無
料

子
ど
も
医
療
費
無
料

　

協
会
は
、「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会

で
、
年
内
２
万
筆
を
目
標
と
す

る
「
保
険
で
良
い
歯
科
実
現
を

求
め
る
」
患
者
署
名
や
街
頭
宣

伝
行
動
に
取
り
組
み
、
市
民
講

座
を
開
催
す
る
な
ど
、
活
発
に

活
動
。
歯
科
技
工
問
題
に
つ
い

て
も
、
歯
科
技
工
士
や
国
会
議

員
ら
と
懇
談
会
を
重
ね
、
こ
れ

を
受
け
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員

会
で
２
議
員
が
質
問
を
行
っ

た
。

街頭宣伝を重ね市民に署名の協力を
訴えた（10月24日）　　　　　　　

「保険でより良い歯科」「保険でより良い歯科」
求め、署名や懇談会 　求め、署名や懇談会 　

近畿厚生局（手前）に指導・監査の
改善を要請（６月18日）　　　　　

近畿厚生局との　　　近畿厚生局との　　　
６年ぶりの懇談が実現６年ぶりの懇談が実現

会
員
・
市
民
が
多
数
集
ま
り　
　

経
験
を
交
流
し
た
（
１
月
17
日
）

阪神・淡路大震災20年阪神・淡路大震災20年

　

９
月
19
日
、
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
を
容
認

す
る
安
全
保
障
関
連
法

が
、
多
数
の
国
民
の
反

対
を
無
視
し
、
成
立
し

た
。
協
会
は
、
日
本
国

憲
法
に
謳
わ
れ
た
平
和

主
義
、
専
守
防
衛
の
国

是
を
根
本
か
ら
変
え
、

国
民
の
い
の
ち
を
危
険

に
さ
ら
す
憲
法
違
反
の

法
で
あ
る
と
し
て
、
集

会
や
国
会
包
囲
行
動
に

役
員
が
多
数
参
加
。

「
法
案
に
反
対
す
る
医

師
・
歯
科
医
師
ア
ピ
ー

ル
」
を
集
め
る
な
ど
反

対
の
声
を
上
げ
続
け

た
。

国
会
包
囲
行
動
に　
　
　
　
　
　

役
員
が
多
数
参
加
（
７
月
26
日
）

違
憲
の
法

違
憲
の
法  

許
さ
な
い

許
さ
な
い

安
全
保
障
関
連
法
反
対
で
ア
ピ
ー
ル

安
全
保
障
関
連
法
反
対
で
ア
ピ
ー
ル

　

安
倍
政
権
の
社
会
保
障
改
悪

に
反
対
し
、
協
会
は
患
者
署
名

や
会
員
署
名
、
毎
月
の
国
会
要

請
行
動
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

昨
年
秋
か
ら
継
続
し
て
取
り
組

ん
だ
「
ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担

増
」
署
名
は
、
会
員
医
療
機
関

・
友
好
団
体
の
協
力
を
得
て
、

近
年
最
多
と
な
る
４
万
１
５
９

８
筆
の
署
名
を
国
会
に
提
出
し

た
。
診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
と

医
療
へ
の
ゼ
ロ
税
率
適
用
を
求

め
る
二
つ
の
会
員
署
名
は
い
ず

れ
も
８
０
０
筆
を
超
え
た
。

集まった署名を国会へ提出した（２月19日）

署名４万筆超署名４万筆超
ストップ！患者負担増ストップ！患者負担増

西
山
新
理
事
長
か
ら
、
池
内
前
理
事
長
へ　
　
　

花
束
を
贈
呈
（
５
月
17
日
、
第
87
回
評
議
員
会
）

協会業務は、年内は12月28日㈪まで
　　　　　　新年は１月６日㈬からです。

本紙12月25日付は休刊いたします。

事務局休務のお知らせ

協
会
作
成
の
ポ
ス
タ
ー

　

６
月
の
総
会
で
は
、

６
期
12
年
間
に
わ
た
り

理
事
長
を
務
め
た
池
内

春
樹
先
生
が
勇
退
し
、

新
理
事
長
に
西
山
裕
康

先
生
が
就
任
。「
協
会

活
動
の
原
点
を
大
切

に
」「
会
員
と
し
て
誇

り
を
持
て
る
協
会
に
」

「
協
会
の
活
性
化
と
さ

ら
な
る
拡
大
を
」
の
三

つ
の
指
針
の
も
と
で
、

会
員
の
役
に
立
つ
活

動
、
医
療
・
社
会
保
障

を
守
る
活
動
の
さ
ら
な

る
充
実
を
は
か
っ
た
。

経験つなぎ、真の復興求める経験つなぎ、真の復興求める

　戦後70年、阪神・淡路大震災20年の節目の
年であった2015年の兵庫県保険医協会の活動
を写真とともにふり返る。

20152015

西山新理事長が就任西山新理事長が就任
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感 想 文

感
想
文

ら
、
12
月
も
月
間
を
延
長
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

◇
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の

会　

新
春
講
演
会
「
改
憲
学
者

・
小
林
節
が
叱
る
！
安
保
法
制

が
許
さ
れ
な
い
ワ
ケ
（
２
／

14
）」（
講
師
：
小
林
節
慶
應
大

学
名
誉
教
授
）
へ
の
参
加
が
呼

び
か
け
ら
れ
た
。

◇
環
境
・
公
害
対
策
部　

「
赤

穂
発
電
所
に
お
け
る
ボ
イ
ラ
ー

・
燃
料
設
備
改
造
に
係
る
環
境

影
響
評
価
概
要
書
」
に
対
す
る

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
た
。
上
郡
町
梨
ケ
原
の

産
廃
処
分
場
計
画
に
反
対
す
る

学
習
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
理

事
者
か
ら
報
告
さ
れ
、
署
名
へ

の
協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

◇
文
化
部　

「
初
笑
い　

新
春

保
険
医
寄
席
（
１
／
９
）」
へ

の
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

◇
総
務
部　

１
月
１
日
付
で
嘱

託
事
務
局
員
１
人
を
採
用
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

 

（
11
月
28
日　

理
事
会
よ
り
）

◇
出
席　

22
人

◇
情
勢　

財
政
制
度
等
審
議
会

は
、
社
会
保
障
費
の
伸
び
を
高

齢
化
に
よ
る
５
０
０
０
億
円
弱

に
抑
え
る
建
議
を
、
財
務
相
に

提
出
し
た
。
厚
労
省
か
ら
の
概

算
要
求
６
７
０
０
億
円
増
か
ら

１
７
０
０
億
円
削
る
方
針
。
建

議
で
は
赤
字
国
債
の
発
行
の
主

要
因
は
社
会
保
障
費
の
増
加
に

あ
る
と
し
て
い
る
。

◇
医
療
活
動
報
告　

16
年
診
療

報
酬
改
定
の
動
向
と
し
て
、
中

医
協
（
11
／
18
）、
社
会
保
障

審
議
会
医
療
保
険
部
会
（
11
／

20
）
で
の
議
論
が
紹
介
・
報
告

さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及

対
策　

保
団
連
組
織
拡
大
年
間

入
賞
で
歯
科
は
年
間
実
増
で
入

賞
圏
内
に
あ
る
こ
と
、
医
科
も

入
賞
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

　

協
会
は
11
月
28
日
、
勤
務
医

の
た
め
の
開
業
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「
理
想
を
実
現
す
る
新
規
開

業
」
を
協
会
会
議
室
で
開
催

し
、
６
人
が
参
加
し
た
。
参
加

者
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

講
師
陣
は
、
当
日
が
結
婚
記

念
日
だ
っ
た
西
原
弘
道
医
師

（
尼
崎
市
・
西
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
）、
声
の
大
き
な
日
本
医

業
総
研
の
田
中
徳
一
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
終
始
て
い
ね
い
な
語

り
口
の
小
松
裕
介
税
理
士
の
お

三
方
で
し
た
。 

　

西
原
先
生
は
同
じ
医
師
の
立

場
か
ら
の
講
演
で
、
共
感
す
る

と
こ
ろ
大
で
し
た
。
特
に
、
ご

自
身
の
熱
き
ポ
リ
シ
ー
（
総
合

病
院
が
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
と

ス
ト
ー
リ
ー
で
し
た
。

　

開
業
医
と
勤
務
医
の
最
大
の

違
い
は
、
責
任
と
や
り
が
い
が

無
限
に
あ
る
こ
と
、
患
者
さ
ん

を
ト
ー
タ
ル
で
み
ら
れ
る
こ
と

で
し
た
。
集
患
の
最
大
ポ
イ
ン

ト
は
「
口
コ
ミ
」。
特
に
お
ば

ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー
を
活
用
し
ま
し

ょ
う
と
の
由
で
し
た
。
待
合
室

が
女
性
サ
ロ
ン
に
な
っ
て
い
れ

す
る
と
、
自
院
は
立

ち
飲
み
屋
。
で
も
診

断
と
治
療
は
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
が
モ
ッ
ト

ー
）
を
語
り
、
金
融

機
関
か
ら
無
担
保
で

融
資
を
受
け
、
毎
月

５
０
０
万
円
の
支
払

い
を
し
な
が
ら
、
開

業
２
カ
月
で
損
益
分

岐
点
に
達
し
、
そ
の

勢
い
で
第
２
ク
リ
ニ

ッ
ク
ま
で
併
設
さ
れ

た
と
い
う
サ
ク
セ
ス

ば
そ
の
医
院
は
盛
業
で
あ
る
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
腑

に
落
ち
ま
し
た
。

　

田
中
様
は
開
業
地
策
定
の
ポ

イ
ン
ト
を
語
ら
れ
ま
し
た
が
、

開
業
は
多
大
な
借
金
を
抱
え
る

た
め
、
こ
の
ス
ト
レ
ス
に
屈
し

な
い
院
長
の
熱
き
情
熱
（
経
営

理
念
）
が
最
も
大
切
で
あ
り
、

「
明
文
化
す
べ
き
」
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
西
原
先

生
と
一
致
す
る
点
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
診
療
圏
調
査
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
す
ぐ
は
じ
き

だ
し
ま
す
が
、
実
際
平
日
に
現

地
へ
赴
き
、
見
聞
す
る
こ
と
の

重
要
性
も
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　

小
松
様
は
事
業
計
画
（
貸
借

対
照
表
）
の
具
体
例
を
提
示
さ

れ
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
①

開
業
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
す

る
、
②
過
剰
投
資
に
注
意
（
西

原
先
生
は
検
査
や
治
療
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
持
っ

　

診
療
報
酬
改
定

が
目
前
に
迫
っ
て

い
る
。
財
政
制
度

等
審
議
会
は
、
社

会
保
障
費
の
伸
び

を
５
０
０
０
億
円
弱
に
抑
え
る

意
見
書
を
提
出
し
た
。

　

概
算
要
求
で
は
社
会
保
障
費

は
15
年
度
よ
り
６
７
０
０
億
円

増
え
て
お
り
、
意
見
書
実
現
の

た
め
に
は
、
１
７
０
０
億
円
を

削
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
狙

わ
れ
る
の
は
診
療
報
酬
改
定
で

あ
り
、
診
療
報
酬
だ
け
で
国
庫

支
出
を
１
７
０
０
億
円
減
ら
す

た
め
に
は
約
１
・
５
％
の
引
き

下
げ
が
必
要
と
な
る
。

　

意
見
書
は
「
骨
太
の
方
針
２

０
１
５
」
に
依
っ
て
お
り
、
赤

字
国
債
の
主
因
は
「
社
会
保
障

の
受
益
と
負
担
の
不
均
衡
」
に

あ
り
、
財
政
健
全
化
と
社
会
保

障
改
革
は
「
表
裏
一
体
」
で
あ

る
と
、
旧
来
の
ま
や
か
し
論
を

繰
り
返
し
て
い
る
。

　

診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

が
「
患
者
窓
口
負
担
と
保
険
料

負
担
を
下
げ
る
」
と
の
論
も
見

受
け
ら
れ
る
が
、
窓
口
負
担
は

「
受
益
者
」
な
ら
ぬ
「
受
難

者
」
負
担
で
あ
る
。「
負
担
の

不
均
衡
」
を
指
摘
す
る
な
ら
、

逆
進
性
の
高
い
消
費
税
や
保
険

料
率
の
格
差
を
放
置
し
た
財
源

構
造
こ
そ
問
題
で
あ
る
。
社
会

保
障
の
原
則
「
能
力
に
応
じ
て

負
担
、
必
要
に
応
じ
て
給
付
、

結
果
と
し
て
所
得
再
分
配
を
伴

う
」
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
財
政
赤
字
の
原
因

は
、
法
人
、
富
裕
層
へ
の
減
税

と
経
済
失
政
に
よ
る
税
収
低
下

で
あ
り
、
社
会
保
障
の
せ
い
で

は
な
い
。
社
会
保
障
費
の
高
い

欧
州
諸
国
の
財
政
状
況
を
み
れ

ば
明
ら
か
で
あ
る
。

　

景
気
の
け
ん
引
役
は
不
在

で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
連
続
減
、
ワ
ー

賃
金
の
引
き
上
げ
に
加
え
、
企

業
の
内
部
留
保
に
課
税
す
る
発

言
ま
で
財
務
大
臣
な
ど
か
ら
飛

び
出
し
て
い
る
。

　

３
０
０
万
人
の
医
療
従
事
者

の
原
資
で
あ
る
診
療
報
酬
の
マ

イ
ナ
ス
改
定
は
、
労
働
集
約
型

の
医
療
に
お
い
て
、
雇
用
、
賃

金
、
消
費
を
抑
制
し
、
政
府
の

目
標
で
あ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
拡
大
、
景

気
回
復
に
一
層
の
ブ
レ
ー
キ
と

キ
ン
グ
プ
ア
は
史
上
最
多
の
１

１
３
９
万
人
、
個
人
消
費
は
停

滞
し
、
社
会
保
障
へ
の
将
来
不

安
と
消
費
税
再
増
税
が
景
気
回

復
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
、
主
要
企
業
を
含
め
た
国
民

の
共
通
認
識
と
な
り
つ
つ
あ

る
。

　

政
府
与
党
は
、
企
業
に
賃
上

げ
を
繰
り
返
し
要
求
し
、
最
低

の
言
う
よ
う
に
「
医
療
経
営
者

の
収
入
増
加
」
や
、「
財
務
省

と
業
界
団
体
＋
族
議
員
の
攻

防
」
な
ど
と
い
う
近
視
眼
的
な

問
題
で
は
な
い
。
欧
州
諸
国
の

よ
う
に
、
成
熟
し
た
国
家
は
、

社
会
保
障
の
充
実
で
経
済
成
長

が
可
能
な
の
で
あ
る
。
高
齢
化

の
ト
ッ
プ
を
走
る
日
本
は
、
正

し
い
解
答
を
世
界
に
示
す
べ
き

で
あ
る
。

な
る
で
あ
ろ
う
。

　

社
会
保
障
分
野
の
総
波

及
効
果
、
雇
用
誘
発
効
果

し
て
い
る
。
今
、

こ
の
産
業
に
投
資

し
な
い
理
由
は
な

い
。

　

診
療
報
酬
の
改

定
は
、
マ
ス
コ
ミ

て
い
る
方
が
有
利
と
い
わ
れ
た

が
、
バ
ラ
ン
ス
も
大
切
）、
③

収
支
計
画
は
毎
月
計
算
す
る

（
損
益
分
岐
点
と
な
る
患
者
数

を
出
し
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
す

る
）
こ
と
で
し
た
。

　

以
上
の
講
演
か
ら
、
私
の
ポ

リ
シ
ー
は
近
江
商
人
に
な
ら
っ

て
「
三
方
良
し
」、
す
な
わ

ち
、
ス
タ
ッ
フ
良
し
、
患
者
さ

ん
良
し
、
世
間
様
良
し
の
立
場

を
貫
き
た
い
と
考
え
る
に
至
り

ま
し
た
。
兵
庫
県
保
険
医
協
会

の
企
画
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

【
大
阪
市
・
準
会
員

 

Ｔ
・
Ｓ
】

　

漢
方
薬
は
、
西
洋
薬
と
ち
が

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
の

一
端
に
触
れ
る
べ

く
、
最
前
線
で
漢

方
を
使
い
こ
な
さ

れ
て
い
る
、
山
本

篤
先
生
の
勉
強
会

に
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

漢
方
の
証
に
つ

い
て
の
お
話
は
、

と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

普
段
薬
局
で
、
処
方
せ
ん
通

り
に
漢
方
エ
キ
ス
剤
を
調
剤
し

て
い
て
も
、
そ
の
病
態
に
そ
の

漢
方
が
ど
う
い
う
考
え
で
選
択

さ
れ
た
の
か
は
、
お
お
よ
そ
予

想
は
で
き
て
も
、
処
方
医
師
の

繊
細
な
意
図
ま
で
汲
み
取
る
の

は
難
し
い
こ
と
で
す
。
お
話
で

は
、
そ
の
経
緯
が
少
し
分
か
り

ま
し
た
。

　

興
味
深
か
っ
た
の
は
「
漢
方

薬
は
チ
ー
ム
で
あ
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
し
た
。

　

普
段
は
、
処
方
名
だ
け
で
漢

方
エ
キ
ス
剤
を
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
生
薬
を
単
味
で
用
い
る

こ
と
は
な
く
、
君
薬
、
臣
薬
、

佐
薬
、
使
薬
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
成
分
が
漢
方
薬
を
構
成
し
、

一
つ
の
生
薬
の
あ
る
な
し
、
一

つ
の
生
薬
の
量
で
、
そ
の
処
方

全
体
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と

は
、
目
か
ら
う
ろ
こ
で
し
た
。

　

具
体
的
な
症
例
の
解
説
も
あ

り
、
山
本
先
生
の
分
か
り
や
す

く
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
お
話

を
聞
か
せ
て
も
ら
い
、
漢
方
の

奥
深
さ
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き

た
、
有
意
義
な
勉
強
会
で
し

た
。

【
灘
区
・
ス
マ
イ
ル
薬
局

 

薬
剤
師　

太
田
由
季
子
】

　

協
会
は
11
月
28
日
、
協
会
応

接
室
で
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ　

Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
（
シ
ー
ル
ズ
関

西
）
と
懇
談
を
行
っ
た
。
シ
ー

ル
ズ
関
西
か
ら
は
関
西
学
院
大

学
の
大
野
至
氏
が
、
協
会
か
ら

は
、
西
山
裕
康
理
事
長
、
近
重

民
雄
・
宮
武
博
明
・
森
岡
芳
雄

各
副
理
事
長
が
出
席
し

た
。
シ
ー
ル
ズ
関
西
は
、

「
自
由
で
民
主
的
な
日
本

を
守
る
た
め
の
関
西
圏
の

学
生
に
よ
る
緊
急
ア
ク
シ

ョ
ン
」
と
し
て
今
年
５
月

に
結
成
さ
れ
、
安
全
保
障

関
連
法
に
反
対
す
る
運
動

を
行
っ
て
い
る
。

　

懇
談
で
は
、
西
山
理
事

長
が
、
協
会
は
医
療
者
の

団
体
と
し
て
、
多
く
の
人

が
命
を
落
と
す
戦
争
に
直

結
す
る
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
と
安
全
保
障
関
連
法

に
反
対
し
て
い
る
と
説
明

し
、
こ
の
間
の
協
会
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
。

　

大
野
氏
か
ら
は
、
シ
ー
ル
ズ

関
西
は
今
後
、
来
年
の
参
議
院

選
挙
で
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
に
反
対
す
る
全
野
党
が
共
闘

す
る
よ
う
に
訴
え
て
い
く
こ
と

と
、
自
民
党
の
改
憲
草
案
に
反

対
す
る
運
動
に
取
り
組
む
と
の

紹
介
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
シ
ー

ル
ズ
関
西
の
運
動
の
柱
の
一
つ

で
あ
る
「
生
活
保
障
」
に
つ
い

て
、
医
療
分
野
で
今
後
、
協
会

に
意
見
を
求
め
た
い
と
の
要
望

が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
西
山
理
事
長

は
、
国
政
選
挙
に
お
い
て
は
特

定
の
党
派
を
支
持
し
な
い
と
い

う
協
会
の
立
場
を
説
明
し
た
上

で
、
学
習
会
等
へ
の
講
師
派
遣

要
請
に
応
え
る
な
ど
の
協
力
が

で
き
る
と
回
答
。

　

宮
武
副
理
事
長
か
ら
は
、
学

習
意
欲
に
富
ん
だ
若
者
に
医
療

の
現
場
を
訪
れ
て
学
習
し
て
ほ

し
い
と
の
意
見
が
、
近
重
副
理

事
長
か
ら
は
、
派
遣
労
働
や
奨

学
金
返
済
の
問
題
に
つ
い
て

も
、
今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
の
要
望

が
出
さ
れ
た
。
森
岡
副
理
事
長

は
、
若
者
が
平
和
問
題
を
真
剣

に
考
え
て
運
動
し
て
い
る
こ
と

を
心
強
く
思
う
と
語
っ
た
。

プ
ラ
ス
改
定
で
社
会
保
障
充
実
と

 

景
気
回
復
に
つ
な
げ
よ

診療報酬改定

開会にあたり組織部長の宮武副理事長（右
奥）が会員に役立つ協会事業を紹介　　　

「勤務医のための開業特別セミナー」

「三方良し」の
開業をめざして

お互いの取り組みや考えなどを意見交換した

SEALDs KANSAIと懇談

医療問題で
 講師派遣も

　

薬
科
部
は
11
月
21
日
、
漢
方
研
究
会
「
内
科
開
業
医
か
ら
み

た
漢
方
治
療
〜
冬
場
に
向
け
て
よ
く
使
う
処
方
解
説
」
を
協
会

会
議
室
で
開
催
。
三
木
市
・
山
本
医
院
の
山
本
篤
先
生
が
講
師

を
務
め
、
医
師
・
薬
剤
師
ら
47
人
が
参
加
し
た
。
薬
剤
師
の
太

田
由
季
子
氏
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

内科医が使う漢方処方に
ついて山本篤先生が解説

薬
科
部
研
究
会

「
漢
方
薬
は
チ
ー
ム
」

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

北
野
な
を
ひ
先
生

姫
路
市　

内
科
・
小
児
科

６
月
26
日 

享
年
88
歳

岩
崎　

利
朗
先
生

姫
路
市　

眼
科

11
月
16
日 

享
年
86
歳

で
き
る
、
奥
深
い
世
界
と
つ
ね

づ
ね
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

は
決
し
て
低
く
な
い
。
市
場
規

模
は
60
兆
円
を
超
す
国
内
最
大

級
の
産
業
で
あ
っ
て
、
サ
ー
ビ

ス
を
必
要
と
す
る
人
は
増
え
、

提
供
す
る
人
は
不
足
し
て
い

る
。
何
よ
り
国
民
は
景
気
の
回

復
と
社
会
保
障
の
充
実
を
切
望
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医
療
は
例
外
か
？

　

政
府
は
「
大
筋
合
意
」
後
に

各
地
で
開
催
し
て
い
る
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
協
定
交
渉
の
大
筋
合
意
に
関

す
る
説
明
会
」
で
公
的
医
療
保

険
を
規
制
緩
和
の
対
象
外
で
あ

る
と
強
調
し
て
い
る
。

　

政
府
が
公
表
し
て
い
る
「
環

太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
）
の
全
章
概

要
（
以
下
、
全
章
概
要
）」
を

読
み
解
く
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ｓ
（
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
に
関

す
る
一
般
協
定
）
の
例
外
を
踏

襲
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
公
的

医
療
保
険
制
度
は
適
用
対
象
外

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
日
米

関
係
を
み
れ
ば
、
日
本
政
府
が

今
後
も
続
く
米
国
か
ら
の
要
求

に
対
し
て
、
こ
の
条
項
を
盾
に

　

10
月
５
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
す
る
国
々
の
閣
僚
は
「
環

太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
成
功
裏
に
妥
結
し
た
」
と
す
る

声
明
を
発
表
。
各
紙
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ　

大
筋
合
意
」
と
報
じ
て
い

る
。
今
回
の
「
大
筋
合
意
」
は
国
民
皆
保
険
制
度
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
の
か
、
検
証
す
る
。

跳
ね
返
す
こ
と
が
で
き
る
の
か

疑
問
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の

今
後
の
出
方

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
行
に
は
、
交
渉
参

加
12
カ
国
全
て
の
批
准
が
必
要

と
さ
れ
る
が
、
２
年
以
内
に
全

て
の
国
で
国
内
承
認
手
続
き
が

終
わ
ら
な
い
場
合
、
国
内
総
生

産
で
全
体
の
85
％
以
上
を
占
め

る
６
カ
国
以
上
の
批
准
が
発
効

の
条
件
と
な
る
。
従
っ
て
、
両

国
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
合
計
の
約
８
割
を

占
め
る
米
国
と
日
本
の
承
認
は

不
可
欠
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
共

和
党
議
員
は
も
ち
ろ
ん
、
民
主

党
の
議
員
の
多
く
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

反
対
し
て
い
る
。
か
れ
ら
が
反

対
す
る
理
由
は
「
米
国
は
譲
歩

し
す
ぎ
た
」
と
い
う
も
の
だ
。

　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
ッ
ツ
氏

（
米
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
・
リ
ポ
ー
ト
編
集
長
）

は
、「
米
韓
自
由
貿
易
協
定
の

交
渉
に
お
い
て
、
最
初
に
合
意

し
た
後
に
合
意
内
容
の
変
更
に

向
け
て
３
度
も
再
交
渉
し
た
こ

と
を
先
例
と
し
て
」「
米
政
府

は
再
交
渉
を
相
手
国
に
強
要
で

き
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
米
製
薬
企
業
に
近

い
オ
リ
ン
・
ハ
ッ
チ
上
院
金
融

委
員
長
は
、
バ
イ
オ
医
薬
品
の

デ
ー
タ
保
護
期
間
が
米
国
の
要

求
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
「
こ
の
問
題
が
解
決

さ
れ
な
い
よ
う
な
ら
、
合
意
全

体
を
破
壊
す
る
こ
と
も
躊
躇
し

な
い
」
と
表
明
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
議
会

の
有
力
者
た
ち
は
自
分
た
ち
の

支
持
基
盤
の
た
め
、
か
な
り
厳

し
い
要
求
を
日
本
を
は
じ
め
と

す
る
各
国
に
今
後
も
突
き
つ
け

て
く
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度
が

米
国
企
業
に
訴
え
ら
れ
る
？

概
要
で
は
、「
…
各
締
約
国
が

附
属
書
Ｉ
及
び
附
属
書
Ⅱ
の
締

約
国
の
表
に
記
載
す
る
措
置
…

に
つ
い
て
は
、 

適
用
し
な
い
」

と
さ
れ
て
お
り
、
附
属
書
に
は

「
…
社
会
事
業
サ
ー
ビ
ス
（
…

社
会
保
障
又
は
社
会
保
険
、
社

会
福
祉
…
）
…
に
関
す
る
措
置

を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
権

利
を
留
保
す
る
」
と
し
て
い

る
。
こ
れ
が
「
将
来
留
保
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
将
来
に
わ

た
り
日
本
政
府
は
社
会
保
障
に

つ
い
て
は
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
を
適
用
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
全
章
概
要
の
「
○

附
属
書
の
解
釈
（
第
９
・
25

条
）」
で
は
、「
将
来
留
保
」
の

解
釈
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
に
な
っ

た
場
合
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
委
員
会
が

そ
の
解
釈
を
行
う
と
い
う
規
定

が
あ
る
。

　

も
し
、
あ
る
企
業
が
日
本
の

皆
保
険
制
度
に
よ
っ
て
不
利
益

を
被
っ
た
と
日
本
政
府
を
訴
え

て
、「
将
来
留
保
」
の
解
釈
に

疑
義
を
と
な
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
委
員

会
が
日
本
政
府
の
解
釈
が
誤
り

だ
と
認
定
す
れ
ば
、
日
本
政
府

は
申
し
立
て
企
業
に
対
し
、
損

害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

　

「
将
来
留
保
」
を
も
っ
て
、

日
本
の
医
療
制
度
は
完
全
に
守

ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
政

府
に
よ
る
都
合
の
よ
い
解
釈
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

行
っ
た
規
制
緩
和
は

元
に
戻
せ
な
い
？

　

一
度
行
わ
れ
た
規
制
緩
和
を

後
退
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
す

る
い
わ
ゆ
る
ラ
チ
ェ
ッ
ト
条
項

に
つ
い
て
規
定
し
た
「
10
章　

国
境
を
超
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
貿

易
」
に
つ
い
て
も
、
政
府
は
Ｉ

Ｓ
Ｄ
Ｓ
同
様
に
「
将
来
留
保
」

を
理
由
に
、
医
療
分
野
に
は
ラ

チ
ェ
ッ
ト
条
項
は
適
用
さ
れ
な

い
と
し
て
い
る
。

医
師
・
歯
科
医
師
の

ラ
イ
セ
ン
ス
は
ど
う
な
る
？

　

「
10
章　

国
境
を
越
え
る
サ

ー
ビ
ス
の
貿
易
」
で
は
、
締
結

国
間
の
職
業
資
格
の
相
互
承
認

も
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
規
定
を
医
師
に
当
て
は

め
て
考
え
る
と
、
日
本
の
医
師

資
格
と
米
国
の
医
師
資
格
を
相

互
に
認
め
る
制
度
の
導
入
に
向

け
て
、
日
本
医
師
会
な
ど
の
関

係
団
体
と
協
議
を
行
い
、
日
本

医
師
会
に
対
し
米
国
医
師
会
な

ど
と
の
対
話
の
機
会
を
設
け
る

こ
と
を
奨
励
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
職
業
資

格
の
相
互
承
認
が
実
現
す
れ

ば
、
医
師
の
流
出
や
日
本
よ
り

医
療
水
準
の
低
い
国
か
ら
の
医

師
の
流
入
な
ど
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
る
。

本
当
に
変
わ
ら
な
い
の
か
？

薬
品
の
知
的
財
産
権
保
護

　

医
薬
品
の
特
許
期
間
な
ど
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
マ
ス

コ
ミ
は
「
医
薬
『
保
護
期
間
』

は
影
響
な
し
（
産
経
新
聞
10
月

27
日
付
）」
な
ど
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
全
章
概
要
の

「
○
不
合
理
な
短
縮
に
つ
い
て

の
特
許
期
間
の
調
整
（
第
18
・

48
条
）」
で
は
、
医
薬
品
の
市

販
承
認
手
続
き
を
迅
速
化
す
る

と
い
う
こ
と
に
加
え
、
そ
の
手

続
期
間
の
分
、
特
許
延
長
を
認

め
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る

（
上
図
）。
現
在
の
手
続
期
間

は
最
長
で
15
年
程
度
と
言
わ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
日
本
で

は
、
市
販
後
の
特
許
期
間
は
10

年
程
度
だ
っ
た
が
、
こ
れ
が
さ

ら
に
15
年
も
延
長
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　

そ
の
他
、
医
薬
品
分
野
で

は
、「
○
医
薬
品
の
販
売
に
関

す
る
措
置
（
第
18
・
51
条
）」

で
、
特
許
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
規
定

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
薬
企
業
か
ら
製
造
承
認

の
申
請
が
あ
る
と
、
医
薬
品
規

制
当
局
は
、
そ
の
新
薬
メ
ー
カ

ー
に
通
知
を
行
い
、
特
許
権
を

侵
害
し
て
い
な
い
か
確
認
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
る
制
度
で
あ

る
。

　

ま
た
、「
○
生
物
製
剤
（
第

18
・
52
条
）」
で
は
、
バ
イ
オ

医
薬
品
の
デ
ー
タ
保
護
期
間
は

日
本
の
現
状
と
同
様
８
年
間
と

し
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
は
こ
の

点
を
取
り
出
し
、「
医
薬
品
の

保
護
期
間
は
変
わ
ら
な
い
」
と

し
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、

「
変
わ
ら
な
い
」
の
は
バ
イ
オ

医
薬
品
の
デ
ー
タ
保
護
期
間
だ

け
で
あ
り
、
新
薬
を
開
発
で
き

る
大
手
製
薬
企
業
の
利
益
保
護

は
徹
底
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
政
府
が
公
開
し
た

文
書
で
は
、「（
日
米
）
両
国
は

…
国
の
保
健
制
度
の
実
施
に
お

け
る
透
明
性
及
び
手
続
の
公
正

さ
の
重
要
性
も
確
認
」
し
、

「
…
両
国
政
府
は
…
（
将
来
の

保
健
制
度
（
等
））
に
つ
い
て

協
議
す
る
…
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
米
国
が
こ
れ
ま
で

政策解説政策解説 協会政策部協会政策部

「
米
国
製
薬
業
界
の
代
表
を
中

医
協
の
薬
価
専
門
部
会
の
委
員

に
選
任
す
る
」
こ
と
や
医
薬
品

に
関
し
て
新
薬
創
出
加
算
の
恒

久
化
な
ど
を
要
求
し
て
き
た
こ

と
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
米

製
薬
企
業
の
開
発
し
た
新
薬
を

高
価
格
で
い
ち
早
く
保
険
収
載

す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

全
条
項
を
開
示
し

国
会
で
の
徹
底
審
議
を

　

政
府
が
公
開
し
た
文
書
を
も

と
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
「
大
筋
合
意
」

の
問
題
点
を
み
て
き
た
。
し
か

し
、
い
ま
だ
に
全
条
項
は
日
本

語
で
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
英

文
で
６
０
０
ペ
ー
ジ
あ
る
全
文

を
１
０
０
ペ
ー
ジ
弱
に
要
約
し

日
本
語
に
訳
し
た
資
料
し
か
明

か
さ
れ
て
い
な
い
。

　

来
年
早
々
に
招
集
さ
れ
る
通

常
国
会
で
、
政
府
・
与
党
は
Ｔ

Ｐ
Ｐ
批
准
手
続
き
を
進
め
る
と

し
て
い
る
が
、
国
民
的
議
論
が

な
さ
れ
な
い
ま
ま
批
准
を
強
行

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　原中勝征前日本医師会長が代表を務める「TPP交渉
差止・違憲訴訟の会」が原告を募集しています。現在原
告は2000人程度で目標の１万人には届いていません。ご
協力ください。

お申し込み・お問い合わせは、 　　　　　　　　
　　　　　　　協会事務局☎078－393－1807まで

「TPP交渉差止・違憲訴訟」にご協力ください！

TPPで…現状

特許登録日

特許出願日 特許出願日

特許登録日

製造販売
後調査

承認審査

臨床試験
（治験）

非臨床
試験

基礎研究

医薬品の開発過程

承認申請日

治験届出日

製造承認日

特許権延長
期間

延長前残存
特許期間

特許存続
期間

特許満了
最長５年

20年

延長前残存
特許期間

特許存続
期間20年

実質特許
有効期間
10年程度

後発医薬品の
販売開始

特許満了

特許権延長
期間

実質特許
有効期間
20年

後発医薬品の
販売開始

不合理な
短縮期間

開
発
中
の
特
許
期
間
の
分
を

販
売
後
に
延
長
で
き
る

TPP「大筋合意」で日本の医療はどうなる？TPP「大筋合意」で日本の医療はどうなる？
図　医薬品の特許期間は実質延長

日　時　１月23日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室

講　師　崎山小児科（東京都府中市）院長　崎山　弘先生

第513回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

　子どもを診察してなんとなく様子がおかしいと気がついて、「また明
日受診してください」とお話をして帰宅させると、例えば劇症型心筋炎
のように翌日の受診までに死亡するか、助かったとしても後遺症を残す
おそれのある重篤な疾患があります。その多くは非常にまれな疾患です
が、だからと言って見落としは許されず、不幸な転帰に至ると、診察し
た医師が損害賠償請求で訴えられることもあります。
　このような疾患を直ちに診断して治療することが理想ですが、せめて
そのまま帰宅させることなく基幹病院に紹介することができるようにす
るためにはどうすればよいのか。そのポイントは「まずは勉強する、疾
患を知る」、「ていねいに問診をする。主訴を聞き出す」、「鑑別疾患を常
に念頭に置く」、「感度、特異度、陽性的中率を考えて診察所見を判断す
る」、「うっかりミスを避ける」の五つです。この一つひとつについて具
体例を挙げて、見逃すことのない小児科診療について解説いたします。
 【崎山　記】

帰してはいけない
小児外来患者

　

全
章
概
要
で

は
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
も

盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
と

は
、
投
資
先
の
国

の
規
制
に
よ
っ

て
、
不
利
益
を
被

っ
た
企
業
な
ど

が
、
相
手
国
を
国

際
機
関
に
訴
え
る

こ
と
が
で
き
る
と

い
う
条
項
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
協

会
は
、
米
国
の
保

険
会
社
な
ど
が
日

本
の
公
的
保
険
の

お
か
げ
で
利
益
を

得
ら
れ
な
い
な
ど

と
日
本
政
府
を
提

訴
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
き
た
。

　

こ
の
点
、
全
章

（「全章概要」より政策部作成）
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社会保障の充実に全力を尽くそう社会保障の充実に全力を尽くそう
　

協
会
が
11
月
15
日
に
開

催
し
た
第
88
回
評
議
員
会

で
の
理
事
長
あ
い
さ
つ
・

発
言
・
執
行
部
答
弁
の
要

旨
を
掲
載
す
る
。

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

第88回 評議員会詳報第88回 評議員会詳報

社会保障の充実に全力を尽くそう社会保障の充実に全力を尽くそう

前
例
は
看
過
で
き
な
い
。

　

医
療
、
社
会
保
障
に
関
し

て
、「
社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
」
の
基
本
は
「
自
立
・
自
助

の
強
調
、
社
会
保
障
の
変
質
、

公
的
責
任
の
後
退
」
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
「
社
会
保
障
費
の

削
減
と
消
費
税
の
増
税
」
だ
。

　

本
来
、
社
会
保
障
の
充
実
は

経
済
成
長
の
た
め
や
、
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
の

た
め
に
犠
牲
と
な
る
も
の
で
は

な
く
、
国
民
の
幸
せ
の
た
め
に

あ
る
も
の
だ
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

国
民
医
療
の
改
善
め
ざ
し

医
歯
薬
一
体
で
活
動
し
よ
う

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

　

現
在
、
社
会
保
障
に
お
け
る

不
安
、
格
差
や
貧
困
な
ど
が
若

者
を
中
心
に
希
望
の
少
な
い
社

会
を
作
り
だ
し
、
結
果
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
こ
れ

ら
が
「
国
民
の
責
任
」
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
国

の
政
策
の
時
期
、
方
向
、
質
、

量
の
不
適
切
さ
の
結
果
で
あ

る
。

　

国
民
の
生
存
権
保
障
、
格
差

や
貧
困
の
解
消
な
ど
は
、
健
全

な
国
家
の
責
務
で
あ
り
、
成
熟

し
た
国
家
に
お
け
る
「
正
義
」

で
も
あ
る
。
私
た
ち
医
師
・
歯

科
医
師
は
医
療
・
社
会
保
障
の

充
実
に
全
力
を
尽
く
そ
う
。

　

診
療
報
酬
改
定
に
関
し
て
、

社
会
保
障
費
を
抑
制
す
る
一
方

で
、
安
倍
首
相
は
企
業
に
対
し

賃
上
げ
を
求
め
て
い
る
。
賃
上

げ
で
雇
用
安
定
と
消
費
拡
大
を

求
め
る
な
ら
ば
、
医
療
従
事
者

の
賃
金
の
原
資
で
あ
る
診
療
報

酬
を
上
げ
る
べ
き
だ
。
改
定
を

め
ぐ
る
議
論
は
、
社
会
保
障
を

充
実
し
て
、
同
時
に
経
済
成
長

を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
方
向
に

政
治
の
舵
を
切
る
の
か
ど
う
か

だ
。

　

さ
ら
に
、
診
療
報
酬
は
医
療

の
量
や
質
を
決
定
す
る
も
の

だ
。
日
本
の
医
療
の
有
効
性
、

安
全
性
を
確
保
し
、
安
心
、
最

適
、
非
営
利
の
医
療
を
す
べ
て

の
国
民
に
提
供
す
る
た
め
に

も
、
堂
々
と
診
療
報
酬
プ
ラ
ス

改
定
を
要
求
し
よ
う
。

　

理
事
長
に
就
任
し
約
５
カ
月

に
な
る
。
こ
れ
か
ら
も
執
行
部

一
丸
と
な
っ
て
、
事
務
局
の
力

強
い
支
え
と
と
も
に
、
医
科
・

歯
科
・
薬
科
が
一
体
と
な
り
、

協
会
の
目
的
に
沿
っ
た
活
動
に

邁
進
し
て
い
き
た
い
。

　

９
月
に
安
全
保
障
関
連
法
が

可
決
・
成
立
し
た
。
い
の
ち
と

健
康
と
暮
ら
し
を
守
る
医
師
と

し
て
、
国
民
の
安
全
に
係
る
大

き
な
時
代
の
転
換
を
、
一
内
閣

の
憲
法
解
釈
と
強
行
採
決
で
決

定
し
て
し
ま
う
よ
う
な
悪
し
き

発　
　
　

言

発　
　
　

言
（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

国
民
の
幸
せ

考
え
た
政
治
を北阪神支部

谷口紀善評議員

　

安
倍
政
権
は
介
護
離
職
者
を

ゼ
ロ
と
す
る
な
ど
、
社
会
保
障

の
充
実
を
打
ち
出
し
た
が
、
介

護
報
酬
は
削
減
さ
れ
、
２
０
１

５
年
予
算
で
は
社
会
保
障
費
は

３
９
０
０
億
円
以
上
も
削
減
さ

れ
た
。
消
費
税
増
税
も
社
会
保

障
の
充
実
に
は
使
わ
れ
て
い
な

い
。
介
護
職
員
の
給
料
は
安

く
、
中
小
の
介
護
施
設
は
倒
産

し
て
い
る
。
果
た
し
て
離
職
者

ゼ
ロ
に
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

国
は
２
千
億
円
以
上
も
か
け

て
導
入
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
で
全
国
民
の
預
貯
金
や
財
産

な
ど
を
全
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

税
金
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
ま
つ
わ
る
厚
労
省
の
役

人
の
汚
職
な
ど
、
無
駄
づ
か
い

が
多
々
あ
る
。

　

政
党
は
毎
年
３
０
０
億
円
以

上
の
政
党
助
成
金
を
も
ら
っ
て

い
る
が
、
辞
退
し
た
日
本
共
産

党
へ
の
助
成
金
は
国
庫
に
返
す

ど
こ
ろ
か
、
他
の
政
党
で
山
分

け
し
て
い
る
。
助
成
金
な
ど
全

く
な
し
に
す
べ
き
だ
。
真
の
国

民
の
幸
せ
を
考
え
た
政
治
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
、
疑
問
と
憤

り
を
感
じ
る
。

被
災
者
支
援
の

取
り
組
み
続
け
る

西宮・芦屋支部

林　功評議員
代　理

て
「
東
日
本
大
震
災
被
災
地
物

産
展
」
や
、
ド
イ
ツ
文
学
翻
訳

家
の
池
田
香
代
子
氏
を
講
師
に

招
い
て
、
戦
後
70
年
の
節
目
に

平
和
と
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い

て
考
え
る
支
部
総
会
記
念
講
演

会
を
開
催
し
た
。

　

ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

・
借
り
上
げ
復
興
住
宅
の
住
民

の
方
々
と
の
交
流
の
場
と
し

て
、「
健
康
カ
フ
ェ
」
を
２
回

行
い
、
さ
ら
に
「
夏
の
夕
べ 

二
胡
の
調
べ
と
交
流
会
」
も
開

催
し
た
。
今
後
も
こ
う
し
た
交

流
の
場
を
設
け
て
い
く
と
と
も

に
、
署
名
な
ど
に
も
協
力
し
て

い
く
予
定
だ
。

　

こ
の
ほ
か
、「
英
語
で
診
療 

M
edical English

」
な
ど
、
好

評
を
得
て
き
た
企
画
を
継
続
し

て
開
催
し
、
さ
ら
に
「『
近
年

開
業
』
交
流
カ
フ
ェ
」
な
ど
新

し
い
企
画
に
も
取
り
組
ん
だ
。

引
き
続
き
会
員
・
メ
デ
ィ
カ
ル

ス
タ
ッ
フ
の
要
求
に
応
え
た
取

り
組
み
や
、
東
日
本
大
震
災
被

災
地
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

社
会
保
障
闘
争

総
が
か
り
行
動
の
提
案

神戸支部

藤末　衛評議員

　

安
保
法
を
め
ぐ
る
闘
い
で
は

立
憲
主
義
を
貫
く
の
か
ど
う
か

が
問
わ
れ
、
民
主
主
義
を
発
展

さ
せ
る
潮
目
を
作
っ
た
。
し
か

し
、
社
会
保
障
を
め
ぐ
っ
て

は
、
財
政
悪
化
の
も
と
で
、
給

付
の
削
減
、
負
担
増
は
や
む
を

え
な
い
と
い
う
あ
き
ら
め
が
国

民
意
識
を
規
定
し
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
の
「
社
会
保
障

制
度
改
革
推
進
法
」
は
ま
さ
に

憲
法
25
条
の
解
釈
改
憲
で
あ

る
。
立
憲
主
義
の
立
場
か
ら
運

動
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
社

会
保
障
と
は
99
％
の
人
が
貧
困

や
不
健
康
に
陥
ら
な
い
た
め

の
、
全
国
民
の
た
め
の
制
度

だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
を
ひ
と

つ
に
し
て
、「
社
会
保
障
闘
争

総
が
か
り
行
動
」
と
い
う
よ
う

な
大
き
な
テ
ー
マ
で
結
集
を
は

か
る
べ
き
だ
。

平
和
憲
法
を

守
ろ
う

神戸支部

佐々木徹評議員

　

今
年
の
終
戦
の
日
、
戦
没
者

遺
骨
収
集
状
況
が
示
さ
れ
、
い

ま
だ
１
１
２
万
７
０
０
０
人
分

の
遺
骨
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国

に
放
置
さ
れ
て
い
る
。
海
外
戦

没
者
２
４
０
万
人
の
約
60
％
は

餓
死
だ
。
安
倍
政
権
は
、
同
盟

国
へ
の
後
方
支
援
は
武
力
行
使

で
は
な
い
と
強
弁
す
る
が
、
後

方
支
援
を
重
要
視
し
な
か
っ
た

た
め
に
、
多
く
の
日
本
人
が
餓

死
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
戦
争
法
は
、
平
和
憲

法
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
も
の

だ
。
二
度
と
日
本
が
戦
争
の
惨

禍
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

会
員
一
人
ひ
と
り
が
平
和
憲
法

を
守
ろ
う
と
声
を
上
げ
よ
う
。

　

安
倍
首
相
は
緊
急
事
態
条
項

か
ら
改
憲
議
論
を
促
す
と
い
う

こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
内
閣
が
緊

急
事
態
を
宣
言
す
れ
ば
、
日
本

国
憲
法
が
無
効
化
さ
れ
る
こ
と

を
意
味
し
、
恣
意
的
に
運
用
さ

れ
れ
ば
戦
前
の
よ
う
に
誰
も
戦

争
に
反
対
で
き
な
く
な
る
。

　

来
年
の
参
院
選
挙
で
は
、
決

し
て
与
党
と
そ
の
補
完
勢
力
に

勝
た
せ
て
は
な
ら
な
い
。

戦
争
法
反
対
の
運
動

積
極
的
に

神戸支部

住友直幹評議員

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
で
は
、
東

日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
と
し

　

い
わ
ゆ
る
「
戦
争
法
案
」
反

対
運
動
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
既
成
の
政
党
や
労
働

組
合
な
ど
の
枠
を
大
き
く
超
え

て
運
動
が
広
が
り
、
今
ま
で
に

な
い
特
色
が
見
ら
れ
た
。

　

憲
法
学
者
の
９
割
が
憲
法
違

反
と
の
声
明
を
出
し
、
多
く
の

グ
ル
ー
プ
が
反
対
に
立
ち
上
が

り
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｌ
Ｄ
ｓ
（
シ
ー
ル
ズ
）
の
活
躍

が
あ
っ
た
。
学
生
の
デ
モ
は
全

国
に
広
が
り
、
戦
争
法
が
皮
肉

に
も
、
政
治
に
無
関
心
だ
っ
た

若
者
た
ち
を
覚
醒
さ
せ
て
し
ま

っ
た
。
８
月
に
は
国
会
前
に
12

万
人
が
集
ま
り
抗
議
集
会
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
れ
だ
け
大
規
模

な
市
民
の
自
発
的
結
集
は
、
か

つ
て
な
い
現
象
だ
。

　

開
業
医
宣
言
で
「
平
和
を
脅

か
す
動
き
に
反
対
し
平
和
を
希

求
す
る
」
と
う
た
う
保
険
医
協

会
も
、
変
化
に
呼
応
す
る
運
動

を
積
極
的
に
進
め
て
ほ
し
い
。

原
発
は
廃
止
し

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

神戸支部

松岡泰夫評議員

　

福
島
第
一
原
発
事
故
は
収
束

し
て
お
ら
ず
、
避
難
者
は
４
万

人
以
上
だ
。
最
近
、
岡
山
大
学

の
津
田
敏
秀
教
授
が
「
若
年
者

に
甲
状
腺
癌
が
多
発
し
て
い

る
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
た

が
、
政
府
は
避
難
者
へ
の
住
宅

援
助
を
中
止
す
る
な
ど
、
帰
還

を
強
制
す
る
よ
う
な
施
策
を
行

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
田
中
俊

一
原
子
力
規
制
委
員
長
で
さ
え

「
原
発
は
絶
対
安
全
と
申
し
上

げ
て
い
な
い
」
と
断
言
し
て
い

る
が
、
安
倍
首
相
は
「
新
規
制

基
準
を
守
れ
ば
原
発
は
安
全
」

な
ど
と
新
し
い
「
安
全
神
話
」

を
吹
聴
し
て
い
る
。

　

大
飯
原
発
の
再
稼
働
差
し
止

め
判
決
を
言
い
渡
し
た
樋
口
英

明
裁
判
長
は
、
そ
の
判
決
文
の

中
で
「
人
格
権
は
経
済
の
劣
位

で
は
な
い
」「
国
富
と
は
豊
か

な
国
土
と
、
そ
こ
に
国
民
が
根

を
下
ろ
し
て
生
活
し
て
い
る
こ

と
」
と
述
べ
て
お
り
、
強
く
支

持
す
る
。
協
会
に
「
原
発
の
廃

止
」
と
「
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
」
を
強
く
推
し
進
め
る

運
動
の
強
化
を
要
望
す
る
。

会
員
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
た
活
動
を
展
開

姫路・西播支部

宇野千里評議員

　

９
月
の
支
部
総
会
で
は
映
画

「
フ
ー
ド
・
イ
ン
ク
」
上
映
会

を
行
い
、「
食
の
安
全
」
に
つ

い
て
考
え
た
。
医
療
安
全
管
理

研
修
会
は
、
看
護
協
会
西
播
支

部
と
共
催
。
第
３
回
医
院
経
営

研
究
会
は
「
ス
タ
ッ
フ
面
接
」

を
テ
ー
マ
に
行
い
、
次
回
は
面

接
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
具
体

的
に
講
演
い
た
だ
く
予
定
だ
。

他
に
も
憲
法
学
習
会
を
継
続

し
、
自
民
党
の
改
憲
草
案
で
は

ど
の
よ
う
に
憲
法
が
書
き
換
え

ら
れ
て
い
る
か
学
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
支
部
も
参
加
す
る
西

播
社
会
保
障
推
進
協
議
会
で

は
、
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
し

て
今
年
も
５
市
６
町
の
担
当
者

と
懇
談
を
行
い
、
国
保
料
の
引

き
下
げ
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

保
障
な
ど
を
訴
え
て
い
る
。

　

今
後
も
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

院
と
も
所
得
制
限
な
し
で
無
料

と
な
り
、
支
部
の
全
自
治
体
で

無
料
と
な
っ
た
。
社
会
保
障
の

拡
充
を
求
め
る
諸
団
体
の
運
動

が
実
っ
た
。

　

支
部
総
会
で
は
「
地
域
医
療

構
想
で
北
摂
・
丹
波
は
ど
う
な

る
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
西
山

理
事
長
に
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。

　

毎
年
市
民
公
開
の
映
画
上
映

会
や
学
習
会
を
開
い
て
お
り
、

今
年
は
映
画
「
妻
の
病
〜
レ
ビ

ー
小
体
型
認
知
症
」
の
上
映
会

を
開
催
。
会
員
の
協
力
も
得
て

広
く
案
内
を
行
い
、
１
９
０
人

の
市
民
が
参
加
し
た
。

　

２
月
に
は
地
域
医
療
部
と
共

催
で
「
第
32
回
地
域
医
療
を
考

え
る
懇
談
会
」
を
篠
山
市
内
で

開
く
。
参
加
を
お
願
い
し
た

い
。

全
自
治
体
で

医
療
費
無
料
中
３
ま
で

北摂・丹波支部
森下順彦 理事

（代読）
（武中睦美評議員発言）

医
療
事
故
調

議
論
進
め
る

北播支部

柏木有二評議員

　

支
部
総
会
で
は
、「
医
師
法

21
条
再
論
考
と
医
療
事
故
調
査

制
度
」
と
題
し
、
記
念
講
演
を

行
っ
た
。
同
制
度
が
本
来
の
目

的
で
あ
る
原
因
究
明
、
再
発
防

止
で
は
な
く
、
個
人
の
責
任
追

及
に
使
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。

　

支
部
総
会
で
は
、
歯
科
の
横

田
裕
一
先
生
が
支
部
長
に
選
出

さ
れ
、
横
田
先
生
を
中
心
に
企

画
議
論
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
を
開
催
し
て
い
る
。

　

会
員
拡
大
と
し
て
、
北
播
磨

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
局
会

議
で
、
勤
務
医
向
け
に
協
会
の

共
済
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し

た
。
今
後
定
期
的
に
説
明
会
を

行
う
予
定
だ
。

　

三
田
市
で
は
今
年
７
月
か
ら

こ
ど
も
医
療
費
が
、
入
院
・
通
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最
近
、
在
宅
医
療
の
件
数
が

増
え
て
き
て
い
る
が
、
自
己
負

担
が
増
え
、
医
療
・
介
護
が
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
患
者
が
い

る
。
私
は
か
か
り
つ
け
医
と
し

て
、
医
療
的
機
能
だ
け
で
な
く

社
会
的
機
能
を
発
揮
し
て
、
社

会
的
弱
者
へ
の
対
策
を
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
協
会
に
も
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

協
会
の
メ
リ
ッ
ト

勤
務
医
に
も
広
げ
て

豊
岡
病
院
で
３
回
目
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

但馬支部

下山　均評議員

淡路支部

中谷正史評議員

　

今
年
７
月
に
台
風
11
号
に
よ

る
大
雨
が
あ
っ
た
が
、
い
つ
も

の
よ
う
に
協
会
か
ら
迅
速
な
被

害
確
認
が
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら

も
地
道
に
会
員
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

当
院
で
は
勤
務
医
に
協
会
の

紹
介
を
し
て
い
る
。
共
済
制
度

は
、
無
理
な
く
続
け
る
こ
と
が

で
き
、
万
一
の
際
の
リ
ス
ク

や
、
開
業
な
ど
将
来
の
た
め
の

計
画
的
な
資
金
積
み
立
て
に
も

使
い
や
す
く
、
安
心
し
て
医
業

に
打
ち
込
む
上
で
有
効
だ
。
研

究
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

精
通
し
た
講
師
を
全
国
か
ら
招

い
て
お
り
、
日
々
の
診
療
の
研

鑚
に
役
立
つ
。
各
病
院
の
院
長

先
生
か
ら
も
、
勤
務
医
の
先
生

方
に
お
す
す
め
し
て
は
い
か
が

か
。

　

ま
た
、
来
年
に
診
療
報
酬
改

定
を
控
え
て
い
る
が
、
協
会
の

説
明
会
は
い
つ
も
的
確
な
資
料

と
解
説
が
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
も

参
加
で
き
る
の
で
、
病
院
を
管

理
す
る
立
場
か
ら
も
心
強
く
感

じ
て
い
る
。
会
員
に
役
立
つ
事

業
を
進
め
、
利
用
を
広
げ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

歯
科
部
会
は
、「
保
険
で
良

い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め

る
」
請
願
署
名
を
、
年
内
２
万

筆
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
初
め
て
署
名
運
動
に
取
り

組
ん
だ
あ
る
先
生
は
、
来
院
さ

保
険
で
良
い
歯
科
実
現
へ

署
名
の
取
り
組
み

歯科部会

幸田雄策評議員

　

但
馬
支
部
で
は
、
協
会
の
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
企
画
を
増
や
し
て
お

り
、
今
年
は
特
に
勤
務
医
向
け

の
セ
ミ
ナ
ー
を
多
数
開
催
し

た
。

　

公
立
豊
岡
病
院
と
共
催
で
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。
協
会
は
講
師
派
遣

な
ど
で
協
力
。
こ
の
間
、
同
セ

ミ
ナ
ー
を
き
っ
か
け
に
豊
岡
病

院
の
勤
務
医
の
入
会
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

　

10
月
に
は
豊
岡
病
院
の
教
育

研
修
講
演
の
位
置
付
け
で
、
３

回
目
と
な
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ

ミ
ナ
ー「
勤
務
医
の
確
定
申
告

活
用
術
」
を
開
催
し
た
。
豊
岡

病
院
官
舎
で
は
口
コ
ミ
で
入
会

が
広
が
っ
て
お
り
、
勤
務
医
の

配
偶
者
を
対
象
に
し
た
企
画
も

具
体
化
中
だ
。

　

ま
た
、
病
診
連
携
企
画
と
し

て
、
豊
岡
病
院
、
八
鹿
病
院
と

の
共
催
で
「
医
療
事
故
調
査
制

度
に
お
け
る
注
意
点
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
研
究
会
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

れ
た
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

院
長
自
ら
も
声
を
か
け
て
、
た

く
さ
ん
署
名
を
集
め
て
い
る
。

　

日
本
歯
科
医
師
連
盟
の
迂
回

献
金
事
件
の
よ
う
に
、
政
治
家

に
金
を
配
り
、
利
益
供
与
を
求

め
る
や
り
方
は
医
療
人
と
し
て

の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
る
。
患
者

・
国
民
に
歯
科
医
療
へ
の
不
信

を
広
げ
て
し
ま
う
。

　

医
療
を
通
じ
て
患
者
さ
ん
と

の
信
頼
関
係
を
築
き
、
署
名
な

ど
の
協
力
を
お
願
い
す
る
地
道

な
取
り
組
み
が
ま
す
ま
す
大
切

に
な
っ
て
い
る
。

　

２
万
筆
目
標
は
７
千
人
以
上

い
る
会
員
一
人
ひ
と
り
が
協
力

を
訴
え
れ
ば
達
成
可
能
な
峰

だ
。
ま
ず
は
先
生
一
人
ひ
と
り

に
署
名
を
お
願
い
し
た
い
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の

適
切
な
調
査
を環境・公害対策部

上田進久評議員代　理

　

現
在
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
旧
夙
川
短

期
大
学
校
舎
が
解
体
さ
れ
た

が
、
そ
の
工
事
は
ず
さ
ん
で
不

適
切
だ
っ
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
が

飛
散
し
、
周
辺
住
民
が
曝
露
し

た
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
の
健

康
被
害
へ
の
対
応
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
建
物
解
体
時
に

は
、
法
に
基
づ
き
業
者
が
ア
ス

ベ
ス
ト
の
調
査
を
し
、
役
所
に

報
告
す
る
義
務
が
あ
る
が
、
役

所
は
報
告
が
正
し
い
か
調
べ
る

能
力
が
な
く
、
問
題
が
あ
っ
て

も
黙
認
し
て
い
る
。
行
政
は
専

門
知
識
を
持
っ
た
調
査
員
を
備

え
る
必
要
が
あ
る
。

　

中
皮
腫
は
１
０
０
％
ア
ス
ベ

ス
ト
が
原
因
だ
と
さ
れ
て
い

る
。
中
皮
腫
に
よ
る
死
亡
者
は

兵
庫
県
が
全
国
第
１
位
だ
。
兵

庫
県
は
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
を
返
上

す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
し
て
い
く
の
か
、
問
う
必
要

が
あ
る
。
協
会
に
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

　

協
会
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
対
す
る
取
り
組
み
を
質
し
た

い
。
こ
の
制
度
に
関
し
て
、
国

民
に
対
す
る
協
会
の
基
本
姿
勢

と
し
て
運
動
の
方
向
性
と
具
体

的
手
法
、
会
員
に
対
す
る
協
会

の
基
本
姿
勢
と
し
て
協
会
の
安

全
管
理
体
制
の
方
向
性
と
部

署
、
責
任
者
、
対
策
の
タ
イ
ム

テ
ー
ブ
ル
な
ど
に
つ
い
て
明
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
対
す
る

具
体
的
な
対
応
の
検
討
を

歯科部会

島津俊二評議員
か
に
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
個
人
事
業
主
は
事
業

主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
さ
ま
ざ

ま
な
手
続
き
に
お
い
て
使
用
す

る
た
め
、
拡
散
の
恐
れ
が
強

い
。
法
人
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
同

じ
よ
う
に
個
人
事
業
主
に
も
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
発
行
す
る
よ
う

に
運
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

10
月
末
で
７
２
３
７
人
と
過

去
最
高
の
会
員
数
と
な
っ
た
。

入
会
対
策
と
し
て
、
新
規
開
業

医
研
究
会
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ

秋
の
組
織
強
化

月
間
の
取
り
組
み

組織部

宮武博明副理事長
ミ
ナ
ー
、
受
験
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

未
入
会
の
先
生
に
案
内
で
き
る

研
究
会
を
開
催
し
た
。　

　

勤
務
医
拡
大
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
、
県
下
の
大
き
な
病
院

に
私
や
理
事
長
が
訪
問
し
て
い

る
。
単
な
る
宣
伝
だ
け
で
は
、

な
か
な
か
勤
務
医
の
先
生
の
入

会
は
得
ら
れ
な
い
の
で
、
メ
リ

ッ
ト
の
あ
る
制
度
等
を
考
え
て

宣
伝
し
て
い
き
た
い
。

日
常
診
の
お
礼
と

次
回
の
お
願
い研究部

清水映二理事

　

先
日
、
第
24
回
日
常
診
療
経

験
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。
多

く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
お

礼
申
し
上
げ
る
。
特
別
講
演
に

は
薬
剤
師
で
あ
り
医
師
で
も
あ

る
神
戸
大
学
の
平
井
み
ど
り
教

授
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ポ
リ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
い
た
。
必
要
な
薬
を

処
方
し
て
い
て
も
、
数
が
多
く

な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
起

こ
る
。
個
々
の
患
者
さ
ん
に
対

し
て
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
が

非
常
に
大
き
な
問
題
だ
と
思

う
。

　

来
年
も
日
常
診
療
経
験
交
流

会
を
開
催
し
た
い
。
多
く
の
方

に
興
味
を
も
た
れ
る
演
題
を
提

供
し
た
い
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
会

を
開
催
す
る
予
定
だ
。
ぜ
ひ
ご

参
加
い
た
だ
き
た
い
。

ら
考
え
る
と
い
う
の
は
重
要
な

視
点
だ
と
思
う
。
安
保
法
反
対

運
動
の
よ
う
な
「
総
が
か
り
行

動
」
も
必
要
だ
。
憲
法
９
条
・

25
条
は
「
車
の
両
輪
」
と
言
わ

れ
て
い
る
。
国
民
と
連
帯
し

て
、
憲
法
25
条
の
旗
を
高
く
掲

げ
て
運
動
を
進
め
た
い
。

　

環
境
・
公
害
対
策
部
の
上
田

評
議
員
代
理
か
ら
ご
指
摘
い
た

だ
い
た
ア
ス
ベ
ス
ト
の
問
題
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
協
会
は

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
力
を
い
れ

て
き
た
。
今
後
も
被
害
者
に
寄

り
添
う
立
場
で
、
重
視
し
て
い

き
た
い
。

　

歯
科
部
会
の
島
津
評
議
員
か

ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
指

摘
が
あ
っ
た
。
協
会
の
基
本
姿

勢
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
漏
洩
の
問

題
だ
け
で
な
く
、
レ
セ
プ
ト
デ

ー
タ
と
の
紐
付
け
に
よ
る
管
理

医
療
や
社
会
保
障
制
度
改
悪
へ

の
利
用
な
ど
国
に
よ
る
制
度
の

悪
用
と
い
う
点
か
ら
、
反
対
の

立
場
を
と
っ
て
き
た
。
す
で
に

制
度
が
運
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
の

で
、
実
務
的
な
対
応
は
必
要

だ
。
先
生
の
ご
意
見
を
今
後
の

取
り
組
み
の
参
考
に
し
た
い
。

　

研
究
部
の
清
水
理
事
か
ら
発

言
が
あ
っ
た
日
常
診
療
経
験
交

流
会
に
つ
い
て
、
実
行
委
員
会

に
改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
。

医
科
・
歯
科
・
薬
科
が
一
体

で
、
診
療
の
工
夫
な
ど
を
報
告

し
あ
う
、
協
会
な
ら
で
は
の
活

動
だ
。
来
年
も
皆
さ
ま
の
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

企
業
・
団
体
献
金
は

全
面
禁
止
を

副理事長
吉岡 正雄

　

幸
田
評
議
員
か
ら
発
言
が
あ

っ
た
迂
回
献
金
問
題
で
日
本
歯

科
医
師
会
会
長
が
逮
捕
さ
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
企
業
団
体
献

金
の
全
面
禁
止
を
訴
え
て
い
き

た
い
。「
保
険
で
良
い
歯
科
」

を
求
め
る
署
名
も
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

支
部
活
動
と

連
携
を
密
に

副理事長
武村 義人

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
の
林
評
議

員
代
理
、
姫
路
・
西
播
支
部
の

宇
野
評
議
員
、
北
摂
・
丹
波
支

部
の
武
中
評
議
員
、
北
播
支
部

の
柏
木
評
議
員
、
淡
路
支
部
の

中
谷
評
議
員
、
但
馬
支
部
の
下

山
評
議
員
、
組
織
部
の
宮
武
副

理
事
長
の
発
言
に
つ
い
て
。

　

西
宮
市
は
借
り
上
げ
復
興
住

宅
か
ら
退
去
し
な
い
住
民
を
法

的
に
訴
え
る
準
備
を
し
て
い

る
。
震
災
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い

な
い
。

　

姫
路
・
西
播
支
部
の
憲
法
の

学
習
会
は
、
安
保
法
の
成
立
も

あ
り
、
重
要
な
取
り
組
み
だ
。

子
ど
も
医
療
費
や
国
保
、
介
護

の
問
題
な
ど
は
、
社
保
協
と
連

携
し
、
自
治
体
と
交
渉
す
る
こ

と
が
大
切
だ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
注
視

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題

で
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
」
と

い
う
自
民
党
の
ポ
ス
タ
ー
が
ウ

ソ
だ
っ
た
こ
と
を
広
げ
た
い
。

　

北
摂
・
丹
波
支
部
に
つ
い
て

三
田
市
の
所
得
制
限
の
な
い
子

ど
も
の
医
療
費
無
料
化
は
運
動

の
成
果
だ
。
医
療
費
無
料
化
で

コ
ン
ビ
ニ
受
診
が
増
え
る
と
い

う
が
、
受
診
は
増
え
な
い
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
る
。
自
信
を
持

っ
て
活
動
し
よ
う
。

　

北
播
支
部
か
ら
は
事
故
調
に

関
す
る
学
習
会
な
ど
の
報
告
が

さ
れ
た
。
在
宅
患
者
が
経
済
的

理
由
で
病
院
に
も
施
設
に
も
入

れ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

私
た
ち
は
改
善
の
た
め
の
運
動

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

但
馬
支
部
・
淡
路
支
部
・
北

播
支
部
・
組
織
部
か
ら
発
言
さ

れ
た
勤
務
医
拡
大
に
つ
い
て
、

配
偶
者
を
一
緒
に
勧
誘
す
る
の

は
最
も
有
効
な
方
法
だ
。

　

淡
路
支
部
か
ら
は
台
風
に
よ

る
水
害
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ

た
。
今
年
も
茨
城
県
の
洪
水
被

害
に
対
し
、
保
団
連
と
兵
庫
協

会
は
す
ぐ
に
お
見
舞
い
を
し

た
。
新
点
数
研
究
会
に
つ
い
て

は
、
皆
さ
ま
に
は
、
講
師
と
し

て
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

憲
法
の
理
念
か
か
げ

運
動
を
進
め
る

副理事長
加藤 擁一

　

北
阪
神
支
部
の
谷
口
評
議
員

の
発
言
に
つ
い
て
、「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
で
は
国
民
の
暮
ら
し

は
楽
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
儲
か

っ
て
い
る
の
は
大
企
業
と
富
裕

層
だ
け
だ
。
今
後
も
３
年
間
で

社
会
保
障
費
を
約
１
・
５
兆
円

も
抑
制
す
る
と
し
て
お
り
、
強

行
さ
れ
れ
ば
医
療
は
崩
壊
し
て

し
ま
う
。
政
治
を
変
え
な
い
と

い
け
な
い
。
今
、
国
民
の
各
層

で
新
た
な
運
動
が
起
こ
っ
て
い

る
。
協
会
も
運
動
の
一
端
を
担

え
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。　

　

神
戸
支
部
の
佐
々
木
評
議
員

か
ら
は
戦
争
に
な
れ
ば
、
多
く

の
犠
牲
が
出
る
と
の
指
摘
を
受

け
た
。
今
回
の
安
保
法
は
憲
法

違
反
と
さ
れ
て
き
た
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
を
容
認
し
、
海
外

で
戦
争
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く

っ
た
。
神
戸
支
部
の
住
友
評
議

員
が
言
っ
た
よ
う
に
、
国
民
の

間
で
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
運
動

の
盛
り
上
が
り
が
あ
っ
た
。
こ

の
前
進
を
評
価
し
、
安
保
法
の

廃
止
を
求
め
る
運
動
を
国
民
と

と
も
に
進
め
た
い
。

　

神
戸
支
部
の
松
岡
評
議
員
の

発
言
に
つ
い
て
、
川
内
原
発
が

再
稼
動
し
、
次
は
伊
方
原
発
の

再
稼
動
が
狙
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
原
発
事
故
は
い
ま
だ
収

束
し
て
お
ら
ず
、
放
射
能
汚
染

は
広
が
っ
て
い
る
。
事
故
な
ど

な
か
っ
た
よ
う
な
政
府
の
態
度

を
糾
弾
し
た
い
。
協
会
も
運
動

を
続
け
て
い
き
た
い
。

　

神
戸
支
部
の
藤
末
評
議
員
の

社
会
保
障
改
悪
を
立
憲
主
義
か



２０１５年(平成２７年)１２月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１８０１号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 （６）

＝Herpes Zoster①（Shingles②）
 帯状疱疹＝
Bill Ister, 60, visited Dr. A's office 
after suffering from headaches and 
eruptions on his forehead for several 
days.
ビル・イスター氏（60歳　男性）は２～
３日の頭痛と皮疹のため、Ａクリニック
を訪れた。
Dr.： Is your headache a throbbing③ 
type or stinging④ type?
医師：頭痛の感じはズキズキと痛みます
か、それともピリピリと痛みますか。
Pa t i en t： I t ' s a s h a r p s t i n g i n g 
headache.
患者：チクチクと痛みます。
Dr.： Is the pain in your whole head, 
both sides, or just one side?
医師：全体ですか、それとも両側または
片方ですか。
Pt.：It's on my right side.
患者：右側です。
Dr.：The eruptions are round and 
reddish blisters.
医師：皮疹は赤くて丸い小さな水疱で
す。
They are grouped together, and spread 
out like pieces of string.
塊で帯状に広がっています。
This i s typ i ca l o f he rpes zos te r , 
commonly known as shingles.
この皮疹は典型的な帯状疱疹の所見で
す。一般的にはshinglesと呼ばれます。
It is caused by the same virus as 
chickenpox⑤.
水ぼうそうと同じウィルスによって起こ
されます。
If your physical condition⑥ is poor it 
can reactivated , and you can get 
herpes zoster.
体が疲れて、体力が低下した時に帯状疱
疹になります。
Pt.：I see. So what should I do?
患者：そうですか。どうすればいいです
か。
Dr.：The first thing you have to do is 

take enough rest.
医師：まず体を休めてください。
As for your headaches, it seems you 
have neuralgia⑦.
頭痛について言えば神経痛のようです
ね。
Pt.：‘Neuralgia’?
患者：神経痛とは？
Dr.：Neuralgia is a nerve disorder⑧ 
which often comes with herpes zoster.
医師：神経痛は帯状ヘルペス感染によっ
て引き起こされる神経障害です。
We have very effective oral medicines 
and ointments for this virus.
非常に有効な抗ウィルス剤の飲み薬と軟
膏があります。
Pt.：Is it contagious⑨?
患者：人にうつりますか。
Dr .：Herpes zo s t e r i t s e l f i s no t 
contagious.
医師：帯状疱疹としてうつることはあり
ません。
But, you shouldn't come into contact 
with people who haven't had chicken- 
pox.
しかし、まだ水ぼうそうをしていない人
には接触しないようにしてください。
Pt.：How soon will it get better?
患者：どれくらいで治りますか。
Dr.： In about two weeks when the 
medication works.
医師：薬がきけば、２週間ほどで治りま
す。
Make sure you take the oral medicine 
as prescribed and apply the ointment 
gently on the blisters.
飲み薬をきちんと飲んで、軟膏を水泡に
やさしく塗ってください。

①herpes zoster：《医》帯状疱疹
②shingles：《医》帯状疱疹（一般用語と
して通じる）
③throbbing： ズキズキ脈を打つよう
な。動詞の原形はthrob
④stinging：（針で）刺すような、ピリピ
リと
⑤chickenpox： 水ぼうそう。《医》 は
varicella
⑥physical condition：体調、体力
⑦neuralgia：《医》神経痛
⑧nerve disorder：神経障害
⑨contagious：（接触）感染の
 【西宮市　坂尾　福光】
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歯科保険請求
76

Ｑ１　歯内療法などで一連の症状の確認
のため、同一部位に２枚以上のデンタル
撮影を行った場合、２枚目以降の診断料
は所定点数の２分の１になるのか。
Ａ１　その通りです。デジタル48点、ア
ナログ38点となります。
Ｑ２　パノラマ断層撮影後、同一状態で
歯科エックス線撮影を行った場合は、歯
科エックス線撮影の診断料は所定点数の
２分の１を算定するのか。
Ａ２　その通りです。
Ｑ３　Pul、Perなどで標準型エックス線
撮影後に緊急処置を行った後、日を異に
してパノラマ断層撮影をしたとき、同一
部位の２枚目以降の撮影時の点数は何点
か。
Ａ３　パノラマ断層撮影の診断料は所定
点数を算定し、317点（オルソ・アナロ
グ）または402点（オルソ・デジタル）
を算定します。レセプト摘要欄に「パノ
ラマ後日撮影」等記載してください。
Ｑ４　二等分法撮影に加え、埋伏歯に対
し偏心投影を行った場合やう蝕歯に対し
咬翼法撮影を行った場合など、同一部位
に同時に、２枚以上のフィルムを用いて
撮影した場合の算定は。
Ａ４　２枚目以降の診断料、撮影料はい
ずれも所定点数の２分の１を算定しま

す。
Ｑ５　歯科用エックス線標準型フィルム
10枚から14枚を用いて、全顎にわたり
歯、歯槽骨等のエックス線撮影を行う全
顎撮影の要件は。
Ａ５　全顎撮影の対象部位は、 
７６５４  ３  ２１｜１２  ３  ４５６７
７６５４  ３  ２１｜１２  ３  ４５６７
の10ブロックに病名のつく歯がないと全
顎法の撮影となりません。この10枚のほ
か、８番の撮影、臼歯部がフィルム１枚
に収まらない場合（その旨の摘要記載が
必要）に枚数が増え、最大で14枚となり
ます。すべての病名が対象です。
Ｑ６　全顎撮影に複数日を要し、月をま
たいだ場合の算定方法とレセプト記載
は。
Ａ６　同時に撮影できない理由を摘要欄
に記載した上で、初月に診断料と撮影料
を算定し、「全顎撮影の予定、○枚撮影
済み」と記載します。次月に枚数が確定
した段階で、摘要欄に、全顎撮影に要し
た枚数を合算しフィルム料のみ点で算定
し、「全顎△枚撮影（前月○枚撮影済
み）」と記載します。
◆不当な査定・減点には、再審査請求を
しましょう
◆歯科保険請求、返戻・減点等のご相談
は、☎078－393－1809（歯科直通）まで

濃
度
汚
染
地
域
の
測
定
値
の
低

下
傾
向
が
み
ら
れ
る
一
方
、
周

辺
地
域
で
は
数
値
が
上
昇
し
て

お
り
、
汚
染
の
拡
大
が
懸
念
さ

れ
る
。
Ｎ
Ｏ
２

は
濃
度
依
存
性

が
あ
り
、
小
児
期
の
呼
吸
器
の

発
達
を
抑
制
し
、
喘
息
の
発
症

率
を
高
め
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。

　

兵
庫
県
で
は
６
基
の
石
炭
火

力
発
電
所
の
新
増
設
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、
完
成
す
れ
ば
大
気

汚
染
が
進
む
と
と
も
に
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
大
幅
に

増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

動
向
を
注
視
し
、
新
増
設
に
は

反
対
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

協
会
・
同
実
行
委
員
会
は
大

気
汚
染
の
改
善
を
国
や
県
に
引

き
続
き
求
め
て
い
く
。

※
詳
細
な
結
果
は
実
行
委
員
会

が
作
成
予
定
の
報
告
書
（
１
部

１
０
０
０
円
）・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
１

枚
５
０
０
円
）
で
。
ご
注
文
は

☎
078―

393―

１
８
０
７
ま
で

か
ら
２
０
７
個
の
サ
ン
プ
ル
協

力
を
得
た
（
図
）。

　

今
回
、
Ｎ
Ｏ
２

の
数
値
は
改

善
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
自

動
車
の
排
出
ガ
ス
規
制
や
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
の
通
行
規
制
に
よ
る

影
響
の
ほ
か
、
当
日
の
天
候
が

悪
く
、
測
定
値
が
低
く
出
や
す

か
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

６
月
11
・
12
日
に
実
施
し

た
、
県
内
各
地
の
大
気
中
二
酸

化
窒
素
（
Ｎ
Ｏ
２

）
濃
度
の
測

定
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。
調
査

は
、
県
内
の
公
害
・
環
境
団
体

な
ど
が
実
行
委
員
会
を
つ
く

り
、
91
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て

い
る
。
１
７
０
０
超
の
調
査
サ

ン
プ
ル
が
集
ま
り
、
協
会
で
も

過
去
最
高
の
１
１
４
医
療
機
関

＜30ppb＜30ppb＜30ppb

40ppb≦40ppb≦40ppb≦
30ppb≦　＜40ppb30ppb≦　＜40ppb30ppb≦　＜40ppb

　

た
だ
し
、
高

層
住
宅
や
歩
道

橋
上
、
主
要
道

路
沿
い
で
は
依

然
と
し
て
環
境

基
準
（
40
〜
60

ｐ
ｐ
ｂ
）
を
大

き
く
超
え
て
い

る
箇
所
が
あ

る
。
ま
た
、
高

環
境
・
公
害
対
策
部
長　
　

森
岡　

芳
雄

周
辺
地
域
で
数
値
が
上
昇

２
０
１
５
年
空
気
の
汚
れ
全
県
調
査　

結
果

　

保
団
連
は
11
月
21
日
・
22
日

に
鹿
児
島
県
に
あ
る
九
州
電
力

川
内
原
子
力
発
電
所
へ
の
公
害

視
察
会
を
開
催
し
、
14
協
会
か

ら
33
人
が
参
加
。
兵
庫
協
会
か

ら
、
川
西
敏
雄
副
理
事
長
、
白

岩
一
心
理
事
が
参
加
し
た
。
白

岩
理
事
の
参
加
記
を
掲
載
す

る
。

　

薩
摩
川
内
市
に
あ
る
川
内
原

発
は
、
８
月
11
日
に
１
号
機

が
、
10
月
15
日
に
２
号
機
が
再

稼
働
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ

の
原
発
構
内
を
バ
ス
で
見
学
し

た
。

　

昨
年
は
、
愛
媛
県
・
伊
方
原

発
を
見
学
し
た
が
再
稼
働
は
し

て
お
ら
ず
、
川
内
原
発
の
原
子

炉
内
で
は
、
今
ま
さ
に
核
分
裂

が
起
こ
っ
て
い
る
と
考
え
る

と
、
強
い
恐
怖
を
感
じ
た
。
あ

ら
ゆ
る
事
故
を
想
定
し
た
設
備

を
見
学
し
た
が
、
本
当
に
安
全

安
心
な
生
活
と
共
存
可
能
な
の

か
、
不
安
が
よ
ぎ
っ
た
。
対
岸

に
は
、
原
発
の
非
常
用
電
力
で

も
あ
る
火
力
発
電
所
も
見
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

今
回
の
視
察
で
一
番
に
学
ん

だ
こ
と
は
、
原
発
は
、
事
故
を

起
こ
さ
な
く
て
も
人
間
や
動
物

や
植
物
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
原
発
は
、
蒸

気
を
冷
や
す
た
め
に
海
か
ら
大

量
の
冷
却
水
を
取
水
し
、
海
に

高
温
の
排
水
を
大
量
に
廃
棄
す

る
。
取
水
で
も
魚
介
類
が
殺
さ

れ
て
い
る
が
、
温
排
水
で
も
、

海
水
温
の
上
昇
に
よ
る
生
態
系

の
異
変
が
起
こ
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
事
故
を

起
こ
さ
な
く
て
も
、
人
体
へ
の

影
響
を
訴
え
る
研
究
者
も
多

い
。
多
く
の
研
究
者
の
声
も
無

視
で
き
な
い
。

　

現
地
に
行
か
な
い
と
分
か
ら

な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
。
避
難

路
の
説
明
が
住
民
に
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
避
難
路
が
あ
や
ふ
や

で
、
事
故
の
際
は
混
乱
し
か
ね

な
い
。
火
山
地
帯
で
地
震
の
可

能
性
が
絶
え
な
い
南
九
州
に
、

原
発
建
設
や
稼
働
は
、
本
当
に

渡
さ
れ
、
住
民
の
結
束
が
分
断

さ
れ
て
い
く
。
九
電
、
九
電
と

繰
り
返
し
聞
く
た
び
に
、
九
電

が
『
宮
殿
』
の
よ
う
な
美
し
い

会
社
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
く

る
。
お
金
の
魔
力
も
恐
ろ
し

い
。

　

原
発
に
よ
る
海
の
汚
染
、
生

態
系
の
変
化
は
、
ほ
と
ん
ど
報

道
さ
れ
な
い
。
川
内
原
発
が
、

も
し
も
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
偏

西
風
に
よ
り
、
放
射
能
が
日
本

列
島
を
縦
断
す
る
危
険
性
も
あ

る
と
学
ん
だ
。
温
排
水
と
海
の

環
境
破
壊
、
生
態
系
の
変
化

も
、
新
し
く
学
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
。
兵
庫
県
も
福
井
県
の

原
発
銀
座
の
近
く
に
あ
り
、
日

本
海
の
海
洋
汚
染
を
議
論
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

全
国
各
地
か
ら
集
結
し
た
先

生
方
の
ご
意
見
を
伺
い
、
と
て

も
勉
強
に
な
っ
た
。
環
境
・
公

害
問
題
に
、
今
後
も
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
と
思
う
。

正
し
い
選
択
な

の
だ
ろ
う
か
？

　

川
内
原
発
で

は
、
３
号
機
建

設
も
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
こ

れ
だ
け
は
鹿
児

島
県
民
の
力
で

阻
止
し
て
ほ
し

い
。
全
国
か
ら

の
反
対
の
声
や

疑
問
の
声
も
必

要
で
あ
る
。

　

九
州
電
力
か

ら
多
額
の
お
金

が
地
元
住
民
に

保
団
連
公
害
視
察
会
「
川
内
原
発
」

保
団
連
公
害
視
察
会
「
川
内
原
発
」

全
国
か
ら
の

反
対
・
疑
問
の
声
が
必
要

参 加 記

理
事　
　

白
岩　

一
心

〈画像診断〉

川内原発１・２号機（奥）近くで
原発停止をアピールする参加者　

図　

協
会
医
療
機
関
の
調
査
結
果



人間性奪う戦争 くり返させない人間性奪う戦争 くり返させない

２０１５年(平成２７年)１２月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１８０１号（７）

インタビュー 戦後70年をふり返る

　

近
重　

本
日
は
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
先
生
は
長
ら
く

協
会
、
特
に
反
核
・
平
和
部
を

中
心
に
活
動
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
市
民
に
平
和
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
毎
年
夏
に
全
国

を
練
り
歩
く
平
和
行
進
が
伊
丹

市
を
通
る
と
き
に
は
、
必
ず
市

役
所
前
で
あ
い
さ
つ
を
な
さ
る

な
ど
、
熱
心
な
活
動
を
続
け
て

お
ら
れ
る
他
、
理
事
会
や
核
戦

争
を
防
止
す
る
兵
庫
県
医
師
の

会
（
反
核
医
師
の
会
）
で
も
ご

意
見
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変

あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

小
泉　

私
自
身
は
、
地
域
の

方
に
誘
わ
れ
て
原
水
爆
禁
止
伊

丹
協
議
会
に
参
加
し
た
こ
と

が
、
反
核
・
平
和
運
動
に
関
わ

る
き
っ
か
け
で
し
た
ね
。
１
９

８
２
年
に
は
、
当
時
協
会
理
事

長
で
あ
っ
た
故
・
桐
島
正
義
先

生
の
呼
び
か
け
で
反
核
医
師
の

会
が
作
ら
れ
、
芦
屋
市
の
幸
原

久
先
生
（
協
会
監
事
）
や
東
灘

区
の
故
・
口
分
田
勝
先
生
（
元

協
会
理
事
、
前
反
核
・
平
和
運

動
部
長
）
が
反
核
・
平
和
運
動

を
引
っ
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
の
で
、
私
は
つ
い
て
き
た
だ

け
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
口

分
田
先
生
は
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
８
月
６
日
と
９
日
に
ち
な
ん

で
、
毎
月
６
日
・
９
日
に
核
兵

器
廃
絶
を
訴
え
る
宣
伝
に
取
り

組
む
な
ど
、
熱
心
に
活
動
を
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

近
重　

先
生
が
数
十
年
に
わ

た
り
反
核
・
平
和
運
動
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
理
由
に
は
、
戦

争
を
経
験
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
終
戦

時
は
お
い
く
つ
で
し
た
か
。

　

小
泉　

大
正
15
年
（
１
９
２

６
年
）
の
早
生
ま
れ
で
す
の

で
、
敗
戦
時
は
19
歳
で
、
中
国

東
北
部
（
満
州
）
に
お
り
、
敗

戦
の
翌
年
に
日
本
に
帰
っ
て
き

て
、
１
９
５
０
年
に
京
都
大
学

　

兵
庫
協
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
反
核
・
平
和
運
動
。
協
会
設

立
初
期
か
ら
関
わ
る
小
泉
勇
理
事
に
、
戦
時
中
の
思
い
出
や
反

核
・
平
和
運
動
へ
の
思
い
な
ど
に
つ
い
て
、
近
重
民
雄
副
理
事

長
（
反
核
・
平
和
運
動
部
長
、
核
戦
争
を
防
止
す
る
兵
庫
県
医

師
の
会
運
営
委
員
長
）
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

反
核
・
平
和

反
核
・
平
和

運
動
に
尽
力

運
動
に
尽
力

を
卒
業
し
ま
し
た
。

　

近
重　

卒
業
し
て
す
ぐ
に
臨

床
を
さ
れ
た
ん
で
す
か
？

　

小
泉　

京
大
卒
業
後
２
年
間

は
大
阪
大
学
理
学
部
生
化
学
教

室
に
お
り
、
そ
の
後
、
神
戸
医

科
大
学
助
手
も
し
、
そ
の
間

も
、
外
科
医
と
し
て
大
阪
の
耳

原
病
院
や
西
淀
病
院
、
上
二
病

院
な
ど
、
民
主
医
療
機
関
連
合

会
（
民
医
連
）
の
病
院
へ
応
援

に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

近
重　

私
も
民
医
連
の
東
神

戸
病
院
に
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
で

胃
や
腸
な
ど
の
消
化
器
を
診
て

い
ま
し
た
。

　

小
泉　

東
神
戸
病
院
と
言
え

ば
、
故
・
浦
井
洋
先
生
（
元
協

会
顧
問
・
東
神
戸
病
院
名
誉
院

長
・
元
衆
議
院
議
員
）
が
議
員

に
な
っ
て
不
在
の
時
に
は
、
私

も
代
診
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
よ
。

敵
国
兵
と
で
も

敵
国
兵
と
で
も

分
か
り
あ
え
る

分
か
り
あ
え
る

　

近
重　

戦
争
当
時
の
思
い
出

な
ど
は
お
あ
り
で
す
か
。

　

小
泉　

終
戦
後
、
満
州
に
ソ

連
兵
が
な
だ
れ
込
ん
で
き
ま
し

た
が
、
そ
の
時
の
ソ
連
兵
と
の

や
り
と
り
が
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　

若
い
兵
士
が
自
動
小
銃
（
マ

ン
ド
リ
ン
）
を
携
行
し
て
家
に

や
っ
て
き
て
、
ビ
ー
ル
と
か
ウ

ォ
ッ
カ
を
飲
ま
せ
ろ
と
頼
む
わ

け
で
す
。
そ
こ
で
ビ
ー
ル
を
出

す
ん
で
す
が
、
し
か
し
毒
が
入

っ
て
い
る
の
で
は
と
疑
わ
れ
て

飲
ま
な
い
。
そ
こ
で
、
毒
が
入

っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
た
め

に
、
一
つ
の
グ
ラ
ス
の
ビ
ー
ル

を
、
腕
を
組
ん
で
た
が
い
に
飲

み
交
わ
す
ん
で
す
。
そ
う
や
る

と
向
こ
う
も
警
戒
心
が
解
け

て
、
話
も
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
帰
る
と
き
に
は
兵
士
も
小

銃
を
置
き
忘
れ
て
帰
り
か
け
た

く
ら
い
で
す
。
お
互
い
に
顔
を

合
わ
せ
て
酒
を
飲
ん
で
話
を
し

た
ら
、
た
と
え
敵
国
同
士
だ
っ

た
と
し
て
も
分
か
り
あ
え
る
も

の
だ
と
実
感
し
た
、
忘
れ
ら
れ

な
い
経
験
で
す
。

　

近
重　

そ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
っ
た
ん
で
す
か
。
そ
れ
を

思
え
ば
戦
争
ほ
ど
馬
鹿
ら
し
い

近重民雄副理事長
聞
き
手

こ
と
は
な
い
で
す

ね
。

　

小
泉　

え
え
。

私
は
軍
隊
に
は
入

っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
徴
兵
検

査
を
受
け
て
、
甲

種
合
格
で
し
た
が

徴
兵
は
免
れ
た
代

わ
り
に
２
カ
月
間

兵
舎
に
放
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
一
個

小
隊
の
中
で
私
が

一
番
大
き
か
っ
た

機
関
銃
を
放
り
出
し
て
し
ま
っ

た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
見
つ
か

っ
て
だ
い
ぶ
上
官
に
殴
ら
れ
ま

し
た
。

　

近
重　

そ
れ
は
大
変
で
し
た

ね
。
軍
隊
で
は
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
は
よ
く
あ
る
ん
で
す
か
。

　

小
泉　

上
官
に
殴
ら
れ
る
の

は
日
常
茶
飯
事
で
し
た
。
軍
隊

と
い
う
の
は
特
殊
な
と
こ
ろ

で
、
内
務
班
、
兵
舎
で
の
下
士

官
の
い
じ
め
が
ひ
ど
か
っ
た
。

こ
れ
は
日
本
特
有
の
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。
エ
リ
ー

ト
の
士
官
は
い
じ
め
な
い
が
、

下
士
官
は
い
わ
ば
牢
名
主
（
牢

の
取
り
締
ま
り
に
あ
た
る
囚

人
）
で
、
自
分
が
昔
上
官
に
い

じ
め
ら
れ
た
経
験
か
ら
、
下
の

兵
を
い
じ
め
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
し
た
。

　

近
重　

昔
「
兵
隊
や
く
ざ
」

と
い
う
映
画
に
、
そ
の
よ
う
な

シ
ー
ン
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

内
務
班
で
は
そ
ん
な
こ
と
が
あ

っ
た
ん
で
す
ね
。

　

小
泉　

そ
の
他
に
も
、
日
本

の
軍
隊
に
は
捕
虜
に
な
る
な
と

い
う
軍
律
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
せ
い
で
、
多
く
の
若
い
人
が

自
ら
死
を
選
ん
で
亡
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

近
重　

そ
れ
も
ア
メ
リ
カ
や

イ
ギ
リ
ス
の
軍
隊
か
ら
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

小
泉　

日
本
の
軍
隊
は
閉
鎖

さ
れ
た
社
会
で
し
た
か
ら
、
全

く
の
人
権
無
視
が
ま
か
り
通
っ

て
い
ま
し
た
。
も
う
二
度
と
あ

の
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
さ
な

い
よ
う
が
ん
ば
っ
て
き
た
つ
も

り
で
す
が
、
い
ま
日
本
が
も
し

ひ
と
た
び
戦
争
に
加
担
し
た

ら
、
同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
て
し

ま
う
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
ま

す
。協

会
の
平
和
運
動

協
会
の
平
和
運
動

〝
心
強
く
思
う
〞

〝
心
強
く
思
う
〞

　

近
重　

先
生
が
ず
っ
と
協
会

で
活
動
さ
れ
て
い
る
熱
意
の
わ

け
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た

気
が
し
ま
す
。
最
後
に
協
会
の

先
生
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

小
泉　

安
倍
政
権
が
集
団
的

自
衛
権
行
使
の
た
め
の
安
保
法

を
強
行
成
立
さ
せ
た
こ
と
が
気

が
か
り
で
す
。
し
か
し
、
最
近

協
会
か
ら
も
多
く
の
先
生
が
、

集
団
的
自
衛
権
や
安
保
法
制
に

反
対
す
る
集
会
な
ど
に
参
加
さ

れ
て
い
て
、
非
常
に
心
強
く
思

い
ま
す
。
私
も
そ
れ
に
負
け
な

い
よ
う
に
命
尽
き
る
ま
で
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
核
戦
争
や
集
団
的
自
衛
権

行
使
に
反
対
す
る
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
反
核
医
師
の
会
へ

も
ぜ
ひ
入
会
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

近
重　

ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
先

生
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

インタビュー終了後に肩を組んで記念撮影

団体定期
生命保険 

割安な掛金が満期まで変わりません／最長75歳まで
730日の充実保障／弔慰・高度障害、精神疾患も給付

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円セット加入あり
■ 医師による診査はありません

■ 過去６年の平均配当率45％
■ 最長75歳まで保障
■ ライフプランに合わせて
いつでも増額･減額可

保険の見直しに効きます！
ネット生保と比べてみてください

休業保障制度の上乗せに。自宅療養も補償 医療上の事故、医療施設の事故を補償

病気やケガの休業に備えて、高い保険料を払っていませんか？

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度
所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険 医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険

【こいずみ　いさむ】1926年生まれ。50年京都大学卒業、
以後大阪大学、神戸大学などを経て、58年伊丹市で小泉医
院を開業。67年保険医クラブに入会。73年から評議員、85
年から理事を務める。核戦争を防止する兵庫県医師の会運
営委員

小泉　勇先生伊丹市・小泉医院

か
ら
、
40
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の

行
軍
の
と
き
に
、

小
銃
で
は
な
く
て

隊
に
一
つ
の
軽
機

関
銃
を
持
た
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
が

小
銃
の
２
〜
３
倍

は
重
く
、
小
休
止

の
時
に
あ
ま
り
に

重
か
っ
た
か
ら
軽
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－保険診療のてびき・695－

第23回
日常診療
経験交流会
演題より

透析療法の最前線
東灘区・本山坂井瑠実クリニック　　坂井　瑠実先生講演

　今でも「透析するぐらいなら死んだ方
がましだ」と言われるぐらい世の中の
“透析”のイメージは悪い。一般的に透
析は週３回４時間、過酷な水分制限と食
事制限が必要で、透析後もある程度休ま
なければ食事もできず、種々の合併症や
不快な症状の出現に悩まされているのも
事実である。しかし、この週３回４時間
を一生は、気が遠くなるほど長い時間で
ある。
　日本の透析は世界一と言われている
が、それでも生命予後は健常人の半分
で、腎臓移植までのつなぎの医療である
諸外国とは根本的に異なる。体格が大き
くても小さくても、若くても年を取って
いても、食事量が多くても少なくても、
一律にこの週３回４時間にこだわって透
析を行い、患者の救急入院もしくは死亡
は２日空きの月曜か火曜と決まっている
というのが透析スタッフの常識である。
　24時間働き続ける腎臓の肩代わりを、
週当たりたった12時間で済ませるのは、
余程体格が小さいか、活動力が低下して
いる患者でなければ、水分除去を別にし
ても不十分である。長く透析医療に携わ
ってきて「透析の合併症はほとんどが透
析不足による合併症」であると考えてい
る。今の時代オンラインHDF（血液濾過
透析）等効率を上げる透析はいくらでも
可能であるが、体がついていかない。透
析がすんでも、２～３時間横にならなけ
れば食事もできないのであれば、ゆっく

り透析をした方が不均衡症状も出ず毒素
も十分抜けて楽である。透析直後も元気
でなければ、QOLの良い透析とは言えな
い。
　透析療法で厄介なことは、透析量を今
の1.5倍くらい増やして３カ月から６カ
月経過しないと、顔色がよくなる、血圧
が安定し降圧剤も不要になるなど、その
変化が現れてこないことである。毒素が
いっぱいな時は感覚もシャープではな
い。透析を十分して体調が非常に良くな
ると実感できれば、ほとんどの人は透析
時間を延ばす工夫を始める。健常人と変
わらない日常と、生命予後を考えるのな
らそれなりの透析量が必要で、すぐ日常
に戻れるよう、透析のスピードを意識す
ること、透析をしている時間も含めて有
効に使える“ながら透析”への工夫が必
要である。

　当院では10年前から長時間透析を行う
ために、次のような透析を行ってきてい
る。

Ⅰ．隔日透析
　隔日透析は「月、水、金、日、火、
木、土曜日」の１日おきの透析を指し、
中２日を作らない規則正しい透析であ
る。
　透析間隔が中１日のみで、２日空きが
なく、どの透析日も同じ条件で透析でき
るのが特徴である。特に循環器合併症の

ある患者に有効である。

Ⅱ．オーバーナイト透析
　どんなに忙しくても寝る時間はあるは
ずで、寝ている時間を透析に充てるとい
う発想は理にかなっており、透析を負い
目に感じずに勤務できるという点でサラ
リーマンの希望者は多い。ただし、事故
の起こらぬよう安全対策を徹底し、十分
眠れて、翌日元気で働ける条件をつくる
必要がある。
　除水はその患者の固有（安全）の時間
除水を決めて、増加分を決められた時間
除水で割って透析時間としている。しか
し自覚症状が消えて、元気に普通の生活
ができると、透析時間はどんどん延び、
ほとんどが来院時から朝まで７時間～10
時間透析をしている。

Ⅲ．在宅血液透析（HHD）
　腹膜透析が生涯医療にならない現状で
は、腹膜透析から血液透析併用を行い、
この期間にHHDのトレーニングを行い、
HHDに移行するプログラムがよいと考え
ている。腹膜透析を行っている人は、導
入の最初から①毎日するもの、②ゆっく
り行えば安全であること、③自分の都合
の良い時間に透析ができる在宅の良さ、
を知っているので、HHDに移行しやす
い。
　HHDのメリットは、透析中も“家族団
らん”が可能とか、自分のスケジュール

やライフスタイルに合わせた透析ができ
る、通院回数が少ない等多々ある。当院
では、一番のメリットは十分な透析時
間、透析量が確保できる方法として位置
づけている。現在も将来も合併症に苦し
むことなく、当たり前の人生を送ること
が可能な療法として推奨し、50人のHHD
患者を管理している。
　諸外国ではHHDは非常な勢いで普及し
てきているのに日本ではまだ全透析患者
の0.1％と少数である。 多分その理由
は、透析時間が短く、スタッフも患者も
「血液透析は危ないもの」と思いこんで
いることと、「あの太い針を刺すなんて
できない！」と思っていることにあろ
う。
　HHDの普及には、施設で長時間透析
（時間、回数を増やす）を行うと同時
に、日常にボタンホール穿刺（皮膚と血
管に道をつくりそこに鈍針を通す。痛く
ないので自分で穿刺可能）を行うことに
あると思っている。
　このITの時代、全自動、音声ガイダン
ス、小型化、持ち運び可能etc 安全で誰
でも使える透析機器の出現はもうそこに
来ている。
　患者のQOLだけでなく、透析医療費の
節減も含め、在宅血液透析は今後の日本
のめざす方向と思っている。
（2014年10月26日、第23回日常診療経験
交流会分科会より）

年末年始（12月29日～１月３日）は休日加算の算定をお忘れなく
■「年末年始は休診」：急患診察は休日加算を
　年末年始（12月29日～１月３日）に休診している医療機
関が急患を診察した場合、休日加算が算定できます。休日
加算を算定した場合、時間外加算、深夜加算、時間外加算
の特例または夜間・早朝等加算は、あわせて算定できませ
ん。

■「年末年始も診療」：時間内は夜間・早朝等
加算、時間外急患は休日加算を

　年末年始に診療している医療機関は、診療時間内は夜間
・早朝等加算（届出医療機関のみ）を、診療時間外の急患
診察は休日加算を算定できます。

（参考）
　休日加算で定められている「休日」とは、日曜日、国が
定める祝日および年末年始（12月29日～１月３日）をいい
ます。従って、年末年始であっても12月29日～１月３日以
外の日や、夏季のお盆休みなど、医療機関が独自に定めた
休診日は休日加算の対象にはならず、時間外加算または深
夜加算で算定することになりますので、ご留意ください。

■年末年始の長期投与について
　１回14日分の投与日数の制限がある向精神薬、麻薬、新
薬等についても、年末年始にかかる場合は、１回の処方に
つき30日分まで投与できます。その場合は必ずレセプトの
摘要欄または処方せんに「年末年始のため」と注記してい
ただく必要があります。

　このたび、協会発行の「保険診療便覧」（2014年４月改定版）を、協会会員
限定特別価格1,000円（送料別）で頒布いたします。

保険診療便覧特別価格のご案内 会員限定・先着順

　「医療機関名」「電話番号」「ご担当者名」を、協会研究部☎078－393－1803
まで、ご連絡ください。

　協会では患者の受診抑制の実態を明らかにするため、「患者受診実態調査」
に取り組んでいます。用紙は12月初旬にFAX送信しています。まだの方は、ぜ
ひご協力ください。用紙が必要な方には再送信しますので、☎078－393－1807
までご一報ください。

「患者受診実態調査」まだの方は、ご返信を！

返信FAX番号　078－393－1802

兵庫県保険医協会　文化部特別企画　第３回落語会

日　時　2016年１月９日（土）
　　　　16時～18時（15時30分開場)
会　場　協会５階会議室
出　演　笑福亭竹林、笑福亭純瓶
参加費　500円
　　　　※ 自由席。着物の方は無料、終了後懇親

会（参加費5000円）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 吉永まで
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